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柳 田國男 

I 問題の 範圍 言語 史 はちゃう ど 政治^な どと は 正反對 に、 記録 文書の^ 料が 具 はらす、 且つ 华立 時代 刖の目 

標を兑 つける ことが 不可能で ある 故に、 假に その 研究の 動機が 今 口の やうに、 さし 常った fc々 の 疑惑 を釋 くに 在る 場 

合で 無くと も、 やはり 我々 の 服の 前の 事實、 もしくは^^も手近なる曾；Ai現象の•  { 杯 に： 1： 人に も 認識し 得られる もの 

から 發 足して * 所謂 倒叙 式に 調べて 行く 必要が ある。 今まで 斯道に 向って 切々 の 志 を 抱く-おが、 日本で は |^€： 古い こ 

とば かり を說 かう として 居た の は、 手 短 かにい ふなら ば 一派 有力の 史舉 の、 不本意なる 感染で あつたと m 心 ふ。 無論 さ 

うい ふ 方法に も、 幾多の 獨 立した 結構な 發見は 有り 〔5 る。 た^それ が 現在の 多數 人から 答 を 待 たれて 居る 根本の 問、 

どうして 一 つの 阈語が 僅かな 歳月の 間に 此様 にまで 大きな 變化 をし なければ ならなかった かの 說 明と • 餘り にも 懸け 

離れて 居る こと を憾 むの みで ある。 此 問題 を處理 する 第一歩 は、 先 づ御兀 ひ. の 知って 居る Ini: 域に 於て、 が 時に つ 

れて どう 一 1  一一：！ ひかへ られ、 もしくは 地 を 隔て-. - どう 首 ひち が へられて 居る か を 明かに する ことで ある。 服の あたりの 現 

象なら ば 想像 を 加へ すに、 直接に その 原闪 を究 むる 方法が ある。 その 原因が 兑 つかる と、 次に は その 间じ 法則が、 以 

^親の i;^  S 
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前 も の 場合に 鋤いて 居た ので はない かとい ふ 問題に、 近よ つて 行く手が、 りが 出來 たこと になる ので ある。 五 4. 一 

年百年後の日本；^^が如何に變化するだらぅか、 乃至 は 又 如何に 改まらし むべき ものである かとい ふこと も、 極めて 篡 

大な 题には 相 遠ない が、 それ もこれ も 自分の 今までの 經！ i を、 知って から 後の ことで 無ければ ならぬ。 ところが 多 一 

くの 先生 は 過去の 「何故」 を 明かに して ら ぬのみ ならす、 まだ 最近の 「如何に」 を さ へ 答へ ようとし ない。 さう して 中： 

古 以前の 國文的 is?- 實 だけ を說か うとす るの だから、 全く ひどい と 謂って よいので ある。 私の 採る 所の 方法 は 素人と し 

て、 なる 一 個の 日本語 利 として、 夙に 起さす に は 居られなかった 疑問に、 正面から 答へ て 見たい とい ふ 計畫の 

上に 立って 居る" 答 はた^ 僅かに 次のより よき もの 、現 はれる 迄の、 暫定的の ものに 過ぎない が、 問と して は 相 應に： 

有力に a つ 永く、 卽ち 日本に 一 國 言語 史の 成立って しま ふまで、 引 込め 叉は片 よせて m51 くことの 出來ぬ ものである。 

二 方法と 用語 私の 問題 は 自然に 二つに 分れる。 その 一 つ は 一一 一一 I： 語の 時代 差、 卽ち 明治の 初年の m 京で 聽 いた 言 

一 

槊と、 昭和の 今日の 同地の 一 11  一口 葉と、 どれ だけ 遠って 居り 又 何故に その 相異を 生じた かで あり、 第二 は その 中央 都市と 一 

信 州 越後、 乃至 は 九州 北の 諸縣 と、 今尙 可な りの 變 化が あるの は 何故か。 卽ち霄 Si の 地方 差の 现出 である。 この ニー 

1^ りの 現象 は、 原因が 或 程度まで 共通であった と兒 てよ い。 自分 は 前々 から 相 應に數 多い 證 跡に 據 つて、 二者の 關係： 

を 非 《おに 深い ものと 兑て OS り、 ここで も lieil ねて それ を說 くつ もりで あるが、 それ を 信受し 得ぬ 人々 でも、 これが 丸々： 

^筋の 路を 歩み、 全くち がった 法則に 支配 せられて 居る と 迄、 考 へて る 人 は 多分 無い ので、 結局 は^^ ii 題に 歸着 

すると 思 ふ。 概括 的な 論 斷は資 は 出来る もので は 無く、 又 最初から さう きめて 掛る 必要 も 私に は 無い。 我々 の 方法 か； 

らい ふと、 時の 變化は か 半^紀の 前で も、 もう 立證が 現在 ほど 安全で 無い。 個人の 記憶 を 信す るか、 偶々 © き 殘さー 


れ たもの を 誤り 無しと する か。 とにかく 少しば かり は 我々 の 手で 實驗し 難い もの を， ^別によ つて 承認し なければ な 

らす、 それに は 旁 證を耍 し 又 若干の 習熟 を 要する。 だから 順序と して は 先 づ方ー 一一 一口の 差異に 通じ、 その 比較 を 明かに す 

る ことに 主力 を 傾け、 次いで 第二 段に 過去の 事實 へ、 人って 行く やうに した 方が よい かと 考 へる。 この 竪横 二つの 變 

化が、 假に 異なる 道程 を 取って 居る ものと すれば、 勿論 斯うい ふ 取扱 ひ 方 をすべき であるし、 或は 又 自分な どの 推測 

の 如く、 結局 は 一 つの 現象の 視角の 差であった ことが わかる にしても、 やはり 一 應は 別々 に考 へて 行く のが 便利で あ 

る。 方言に 就いては 旣に或 程度の 資料が 藥 まって 居る に反して、 一 方の 事實 はま だ些 しも 整理 せられて は 居ない。 か 

たがた 此方に は卽 座に 手 を 下す ことが 出來 ぬので ある。 

そこで 愈 f こ の 限定せられ たる 第一 次の 問題に ついて 考 へて 見る。 現在 日本人の 當而 する 闽 一語 の 地方 差 は、 ^して 

何の 理由 を 以て 生れた もので あるか。 單 なる 歷史の 一 偶然で あつたか。 祖しは 避けん としても 避けられなかった 成長 

形態と も 名くべき もので あつたか。 ともかく もどう いふ 力が 働いて、 この 顯 著なる 社 會辜實 を 作り上げ たか。 これ は 

苟 くも 方言 採 紫の 事業に 携 はる ほどの 人なら ば、 最初に 抱くべき 疑問で あり、 或は 寧ろ その 動機と なるべき 疑問で も 

あるの だが、 不思議に 今まで はこれ に 關心を 示した 者が Si ない。 自然 史の 方面な どで は、 採藥 といへば 必す HI 途がぁ 

り、 それ を擧 業の 用に 供し なければ、 集めて 來 た^けで は 調 でも 研究で も 無く、 明瞭に 草^り 雜^ すく ひの 仕 と 

は區^ して 居る けれども、 方言の 方で は 言葉の 內容を 確かめる 任務に ある 人た ちが、 却っ てその研究上の川；^！！を：^亂 

させて 居る。 獨り 「採 i^」 と いふ 一語が、 不當に 寬大に 使 はれて 居る のみで 無い。 他の 多くの 方言に 關係 ある 用語* 殊 

に 方言と いふ その 語 自身まで が、 今 はま だ 人に よって、 どんな 違った 意味に も^ ゐて よい 様な si^ である。 或は この 

方法 用 語  . 
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增 方 lit  Sfi  *  ^  . 

亂雜を 救- 理す るが 爲に、 一 日 も：： 十く 標準 を 以て 全國を 統一し ようとい ふ 人 も 有る か 知らぬ が、 それ は 問題 を 逃避す 

るに 過ぎない 上に、 その標準；^^とぃふ 一 語が、 やはり 近よ つて 見れば 見る ほど、 定まった 眼 募の 無い もの、 やうに 

へられる。 必 なる： g 初の 一 致 は、 何とかし てこの 紛糾 を 極めた 服 前の 言語 現象の 一 圑を、 出来るだけ 今後の 研究に 

便利な に、 M 剗し乂 解析して 行く ことに 在る と 2 心 ふ。 自分の 試案 は必 すし も 力なる 主張で は 無い。 次の 今一 段と 

便利なる 分類法の 現 はれる お  1、 假に 斯うして 置いて 意見 を 進めて 見る だけで ある。 口 的 はた 2,- 國語の 史を 明かに す 

るより 他に は 無い。 

三 地方 言語 事實 「方 1  一一 II」 とい ふ 革 語の 範圍 を、 廣く狹 く 勝手に 解して 行く とい ふこと は、 何 はさし m 払いても 非 

<：5 に 不便な 話で ある。 新たに 設けられた 舉術 上の 用語なら ば、 一 應は發 明 者の 定義 次第と して 澄いても よいが、 旣に 

或 S:i 度まで 社 會の通 川に 佻せられ て 居る 以上 は、 我々 は先づ その 行 掛りを 明かに して、 無斷で 今までの 約束 を變 へぬ 

やうに 努力す る 必要が あるので ある。 ところが 日本の 新語 利用者の 間に は、 奇妙に 言葉の 外形に 氣を 取られて， その 

*2:{5^:の推移を52-としなぃ癖がぁって、 それが 近年 は 殊に だしくな つて 居る らしい こと は、 後に 列擧 しょうと する 幾 

つかの 例から も 想像し 3： られ る。 方言と いふ； 詰の 意味な ども、 近： e; の蔡實 である 故に 證明 はごく 容：： r たが、 この 三十 

年： e りの 問に n 十よ ほど 變 化して： るので ある。 明：！ 〔中期 以後、 主として 嬌 正の 目的 を 以て 行 はれた 地方の 調^に は、 

^^ど例外無しに方首と訛語とを併記して居るのみならす、 或は 丁寧に 一 つ/ \ の 地方 を、 二つの！ a 目に 分屬 せしめ 

たもの も 稀で ない。 首 葉が BK- して 訛なる か 否かの、 さう 簡單に 決し 得る 問题 でない こと は 無論で ある。 中には 一 つの 

R の 言 ひそ こな ひと 一 認められて 居た もので、 赏は 全く 別 起原の もの も あらう し • これと 反對に 話者の 意 II に 於て、 我 


土地ば かりの 特殊な ものと 思って 居た のが、 古い 誤謬の 殘 形であった とい ふ 場合 も あらう。 終 験 未熟の 士が大 膽に決 

一 了した 分類に は、 遣憾が 多い こと は 言 ふに も 及ばぬ が、 少く とも 令の 雜然 たる 各地の 言語 現象の 中には、 右に いふ 二 

つの 流れが 人り 交り、 その 水上の 二つ 異なる 方角に 在る らしい こと を • 認めて 居た けは穩 健で ある。 恐らく は その 

以前からの 學 者の、 「方言」 に對 する 概念 を 承け 繼ぃ だもので あらう と 思 ふ。 自分の 場合 を 例に 取る こと は 有力で 無い 

が、 私な ども：： 十く から. 方言 は 異なる 單語、 又 異なる 物の 言 ひ 方 を 意味す る ものと 心得" 同じ 語で あり 表現で ある も 

の を、 聽き 馴れぬ 音調で いふ だけが ナ マリ だと 思って 居た (ナ マリが 近世の 新語た る 「訛語」 よりも 狹 いもので、 後者 

に は 別に 其 以外の 語法の 訛と 認 むべき もの を も 含んで 居たら しい こと は、 此頃 になって 漸く 心づ いたので あるが、 此 

點に 於て 訛語と 對 立した 方言 は、 一部分 却って 以前よりも 範圍が 縮小せられ、 且つ 叉 分界 をゃ& 不明に する 結 菜に な 

つ. でかと ふ )o 東北 出身の 人た ちに は、 此けぢ め は 最も 明かな やう だが、 自分な ども 國を 出て 四十 餘年 * 書く とき 

は 同より 物 を 4 一口 ふ 際に も、 注意して 小舉讀 本に 無い 語、 所謂 東京 中流の 家庭と かで 使 はぬ 文句 は、 口にせぬ やうに 

して 居る ので あるが、 尙 誰が 聽 いても 生れ 故 鄕を發 見し 得る やうな 語音 を發 して 居る。 同じ 言 紫の 音の 出し 方の ちが 

ひと、 異なる 言 紫の 存在と は 別の 事實 であった ので ある。 方言と いふ 名詞 を 自分た ちの 惯 m の 通りに、 後者に 限って 

もら ふと 便利 は此上 無い の だが、 それが 出來 ない 迄 もこの 部分の 言語 専實 だけに は、 何 か 是非とも はっきり とした 總 

稱が 無くて はならぬ。 さう で 無い とかの 一方の 微妙なる 音韻 變化を 外にして、 別に ー一 一一 口 葉の 生長と 死^との、 獨 立した 

法則 を 考へ て兑 ようとす る 者が 困る からで ある。 ところ が^かに 三十 年 足らす を 隔て 、s: び 興隆した 地方 調^で は、 

方ーー目とぃふ.1^^2はぁらゅるナ マリを含み、 北ハ 上に 單 なる 音 抑揚 を も 是に打 込んで しまった。 中部 平野の 錢道 沿線、 諸國 

地 方 首 語： * 實 
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地方 宫 語 *  s 

來往 の：：！ I まぐろし い 大都市 周圍の 村な どの、 所謂 標準語 化の 徹底した 土地で は、 時に よって は 以前 私な どの 方言と 謂 

つ てお たもの を、 一 ；^:1も載せなぃ方言集さ へ 出て 居る ので ある。 語 は 分化して 段々 に 精密に なって 行く もの かと 思 

つて ると、 「方 首」 とい ふ 語の みは 逆に 多面の 意義 を 包括す る ことにな つたので ある。 文部省の 固 語調 _ ^委員 會が、 

國 Si い 地方 的變 化を觀 察する 事業 を、 公け に 方言 取調と 稱し、 次いで 方言 採 壤簿が 全土に 頒布せられ るに 及んで、 こ 

の 新ら しい 內容は 略 间{ 丈して しまった。 それに は 幾つかの 理由が あった こと は 1  一一 口 ふ 迄 も 無い。 西洋の dialect とい ふ 

；誥 にも 對譯の 簡單な ものが 入用であった らうし、 一 つの 機關 によって 行 はる」 地方 調 茶で ある 以上 は、 是を總 合した 

名稱も 無くて はならなかった。 殊に 訛語と いふ 名は穩 かならぬ 豫斷 であって、 語 雜 を 伴 ひさう だから 出來 るなら 避け 

た 方が よかった。 他に 適 常な よい 言 紫が 3! ^付からぬ とすれば、 今後 は その 方； 百 を弘ぃ 意味 だけに、 m ゐる ことにしよ 

うと 決められ たの も 是非が 無い。 假に 是非が あっても 今と なって は、 我々 は に S3 はすに は 居れぬ ので ある。 唯將來 

に 向って まだ 問に 合 ふこと は、 今日 謂 ふ 所の 方言の 三 通りの 變 化なる もの は • 三者 刖々 に 者へ て 行く ことが 今でも や 

はり 便利で あり、 又 必要で さへ も あると いふ こと- -、 其 中で も 特に 單 Si の 地方 差 は、 純なる 言語 擧の 立場から も、 他 

と獨 立に 其 素因 を尊究 すべき もので" 從 つて 是に 何等かの 代りの 名 を、 付與 して 置かねば ならぬ とい ふこと である。 

感じ は 好くない が 方言 軍； 詰、 もしくは 狭義の 方言と 謂 ふな ども 一 案で あらう。 (私の 講說 は專ら その 狭義の 方言の 成 

立と 交渉が あるので、 他に 紛れる 懸念の 無い 限り、 暫 らく 簡便の 爲に 古い 頃の 意味に、 方- IB とい ふ： 語 を 刖ゐ たいと 思 

つて 居る) C 兎に角に 我々 の 研究の 對象 とすべき ものに、 手頃な 呼び名の 無い こと は 御 互 ひに W る ことで あるから、 

折角 持 傅へ た 以前の iSS は 尊重して、 無闇に その 屮味を 入れ 替 へぬ 様に しなければ ならぬ。 Eg 近の 東 條操氏 は、 もう 一 
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度 方言と いふ 語の 範 圍を擴 大して、 今度 は 土地 土地に 現に 行 はれる 標準； 語まで も、 詰め込ま うとい ふ 企てが あると い 

ふが、 そんな 事 は 是非とも 願 下げに したい。 標準語の 浸潤 は 時々 刻々 に 進んで 居り、 到底 或 一時^の 狀態を 切 放して 

考察の 用に 供し 難いの みならす、 是 と在來 語との 配合 や 比率 を 問題に する 必要な ど は、 如何なる 矯正 運動家 も豫 想し 

て は 居るまい。 强 ひて 舉問 上の 入 m も 無い ところへ、 この 大切な 用語 を 押し遣つ てし まふの は、 無くして しま ふのと 

同様に 惜しい。 もしもた まさかに その 標準語 混入の 狀態 を、 I 語で 言 ひ 現 はす 必耍が 生じたならば、 是を 地方 語 現象 

とか、 地方 言語 事實 とか 謂っても 臨時の 用 は 足る ので ある。 今 ある 廣義の 方言な ども、 實 はこの 名で 呼んで てよ か 

つたので ある。 何 かよい 語が 有れば 尙 よいと いふ 迄で、 三者 を總 括して 研究の 對象 としなければ ならぬ 様な 場合 は、 

我々 の 知る 限りで はさう 頻々 と は 起って 居ない。 たピ 素人の 多くの 採粜 者が、 迷った けが 落ちであった。 

四 訛語の 種別 方言と いふ 語の 範圍 の、 次第に 擴 張したがる 傾向に は、 又 一 つ 別の 原因 も あるかと 思 ふ。 方言 

の 意識 は、 最初 先づ 外から 來た 人の 胸に 萠 すべき ものであって、 各地 住民の 自身 日常に 使 m する 所の 言語が、 その 所 

謂 方言で ある こと を 知る に は、 更に 第二次の 修得 を必耍 とする のであった。 ところが 近頃の 採集 事 葉に は、 經驗 ある 

専門家 を 働かし める 場合 は 極めて 少く、 却って 餘り 世間に 觸れ ない 地元の 話 主 をして、 直接にその現赏の用；^^！を自記 

せしめようと したので ある。 何が 方言で あるかの 疑問が 提出せられ るの は 自然で ある。 是に對 する 指！^ 者の 答 は、 叙 

切と 謂って よい か 否か を 私 は 知らない。 小 舉讀本 はや.^  口語に 似た る 文語で ある。 是と 同型なる 言 紫 を 話して 居る 者 

は、 東京の 眞中 にだって 一人 も 有り はすまい。 所 IS 屮 流の 家庭の まじりの 無い 標準語 を 話す もの は、 搜 したら 何處か 

に 有る のか も 知れぬ が、 それ を 地方に 居て どうして 知る ことが 出來 る。 もしも 是と 異なる ものが 呰 方言 だと 答へ たな 

訛語の 梗別 
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らば、 ^：:^ 各人 は謓 本な どに 依って. めいくの 想像 上の 標準語 を 作り上げ、 いつ 迄た つても 自分ぎ めの 方言 を • 成 I 

り澤 山に 提供せ ざれば 已ま ぬわけ である。 我々 の 標準語 は 時々 刻々 に 成長し、 且つ又 批評せられ 補訂 せらるべき もの 一 

である。 假 にもう 少し 把へ 處の ある 場合で も、 尙是を 尺度に する こと は 鸦の黑 雲 を H あてと する 喩 へに 近い。 まして 一 

や 今日の 方 一： m 採集 者に、 それ を 知らせる 方法 は 少しで も 具 はって 居ない ので ある。 いっその こと M も かも ^^式に？^ 

一 

り 集めさせて、 こちらで 仕^け をしょう とい ふ 一案 を、 案出す る 人が 現 はれる の も 已むを得ない。 それならば 必 の 

资 料の 逸. 悅 する 懸念 は先づ 無い か.^ 知らぬ が、 その代りに は 方言が 如何にして 出来た かとい ふ 根本の 問題 を、 解決す 

る ことが 一 段と 困難になる であらう。  一 

然 らば 何に よって 地方の 曾 葉の * 採 築すべき ものと 否と を 判別し たらよ いか。 是は 私たちに はさう 苦しい 詰問で は： 

無い。 大 よそ 採集 者の 力量 次第、 是が 方言で あらう と 思 はれる もの を 採れば よいので、 それの 選定が BT 當を 失する 一 

は、 乃ち 適任で 無い の だから 止める のが 最も 簡便 だと 思 ふが、 假に 熱情が 有って 是非 綾け ると いふなら ば、 せめて 

は 日本の 至って #1： 通の 辭典に、 載せて ある 語 だけ は 方言と して 報吿 せぬ こと を 約束せ しめたら、 それでもう 十分で あ 一 

らう。 今：：： 公刊 せられて 居る 大きな 字引に は、 隨分餘 計な 國語 ともい へない もの 迄 も 網羅して 居る が、 方言 だけ は舉. 

げ ぬと. 一一 一：： 明し、 もしくは 古い 增補俾 言 集覽の 如く、 何れの 地の 方言と いふ こと を 明示して 錄 して 居る。 これ 等に 出て 

居る {1! 口 紫を义 出す の は^も 無い ことで あり、 それに： g れて 居る やうなら 兎に角に 新ら しい 知識で ある。 たと へ 方言で 一 

は 無くと も 之 を 保^す る は 意義が あり、 又 問題と する に 足る ので ある。 しかも 實際は その 大部分が、 我々 の 求めて 居 

る. 5 一一-:: であらう と 3^ ふ。 だから採§01^の赏は的定^^としては、 日本で 最も 完全と in: 稱 する 辭典に、 未だ 載せられて 居 一 


い 言葉が 方言 だと、 明言して 置いても 格別の 誤り は 無く、 且つ 不穿馨 なる 採集 者 を 戒める ことが 出來 るので ある。 斯 

う 言って しま ふと 必. f 第二の 不{ 称と して、 それで は あんまり 叉廣 過ぎ はしない かとい ふ說が 出よう。 録 一:^ を 土地に よ 

つて ゥ グラモチ • 乃至 はォゴ 口 モチ • ィゲラ モチと 謂 はう とも、 それが ム グラモチの 變 化なる こと は 誰でも 知って 居 

る。 百合 は 北國へ 行く と ルリ •  ロレン、 ド レン と li ふ もの さ へ 時々 は ある。 家の 引 移り はャ ゥッリ であらう が、 京阪 

は 専ら ャォッ リと謂 ひ、 紀 州の 南岸に 行く と ュ アタリと もュ ワクリと も 謂って 居る。 その他 戸棚 をト ナダ、 茶 签をチ 

ャ マガ、 釣瓶と 書く 語 を ッブレ と 呼ぶ の 類、 一 々是を 取上げたら 際限 も 無く、 又 方言の 範 園が ほやけ ると いふ 人が あ 

らう。 それ は 正に 其 通りで あるが、 今日は 實 際さう やって 居り、 是を 削除したら 消えて しま ふ 方言 集 も、 中央部に は 

可な り 多い ので ある。 M と 言っても 方言 集 は 辭典で ある。 それ を此 様な 亂雜な ものにし たの は、 起り は 近年の 定義 擴 

張と、 之に 伴 ふべき 分類の 4"6l!r 1 つの 手帖 を 以て 三種 以上の 現象 を、 寫 してし ま はせ ようとした 性急に 坐す る。 三 

十 年 前の 小 舉敎育 者が、 矯正の 事業 を樂觀 したの は 失敗だった が、 そ.^ は 彼等ば かりの 大膽 では 無い。 寧ろ 推服して 

よいの は 訛語と 方 首を對 立せ しめ、 何れ は 双方と も 撲滅 させて 然るべき もの だが、 其 間に 若干の 綾 急め る こと を * 意 

識 して 居たら しい 態度で ある。 然るに 結 3^ はどうな つた かとい ふと、 „nsf 語の 統一 は 先づ行 はれ、 所謂 訛語の 習性と な 

つた もの は 後に 殘 つた。 ちゃう ど豫 想と あべこべの 事態 を 招致した の は、 言 は i.- この 二つの 現象に、 二通りの 法則の 

行 はれて 居る かも 知れぬ こと を 忘れた 爲 である。 其 位の 不注意な らば 今でも 尙 やって る。 とい ふよりも 今の 方が 甚 

だしい。 單：^|1は新らしぃもの 、出現が歡迎せられ、 少しく 古くなる とわ ざと 別の 語を發 明しても、 之 を 取替へ る" 新 

語 を 考案す る 技能 は 本人 は 殊に 長 じて IS る。 敎： 33； が 努力せ すと も 惡ぃ言 葉まで えて 來る。 それと は 反對に C 分で 

•  1^ 語の 称 別 
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訛 0 の 称_ 別 

は t:- 識 せす、 叉 一同が <儿 で 世 問 並の 如く 思って 居る 物の 言 ひ 方 は、 よほど 敎へ 込まぬ と 其差與 を 認めさせ 難く • 叉始 

終 そんな 點に 注意 を拂 つて 居れば 外阈 語と 同じで、 言語の 自然の 利用 は出來 なくなる。 故に 殆ど 例外 無しに、 此分だ 

けが 後に SS るので ある。 訛と か 正と かいふ 語の 意 魏 の 穿 墜は私 は 愛で はしない。 草に  一 やの 地方 的異！ 1： として 此語を 

解す るなら ば、 その 國. M: 統 一 を 阻 S: した^ 情 は、 寧ろ 双方 又は 一 方の 同 >語 意識に 在った ので ある。 私の 考へ て兑 よう 

とする 狭義の 方 1 一 n に は、 最初から そんな 意 識 は 絶無で ある 故に、 採らう か 採るまい かの 決斷 はすぐ に 必要になる。 さ 

うして 我々 は 又 可な り 新しい； S の as 似 は 好きで ある。 之に 反して 訛語 は少 くと も 話者に よって、 稀に しか その 相異を 

氣づ かれて 居ない。 卽ち ロウ ソク だから ドウ ソクと 謂 ふのに 何が 惡ぃ， V 思 ひ、 茄子と いふ 積り で 梨 子に 近い 昔 を發す 

るので ある。 ま：： 通の 會話は 達意 を 目的と して 居る。 一人で 遠った 訛， S の屮へ 飛込めば、 逆に 此方が 笑 はれる 恐れさへ 

あった。 假に 誤解 をした 所で 其責 は先づ 旅人が 食 はされ る。 まして や 話 はよ く 判って おる のに、 其 言 ひ 方が よくない 

などと、 中央 權 時代の 役人の 如き 批難 をす る 力 は外來 人に は 無かった。 だから 追々 に それが 间 まって、 各地 割據の 

通例 を 改め 難くな つたので ある。 訛語と 方言の 差^ は 蹄. 的に もよ く 立って 居る。 前者 は卽ち 同じ 一 つの 言 紫の、 外 

から 來た に はよ く 認められる 言 ひ 方の ちが ひで あり、 後者 は 通 辯を耍 する 知らぬ Si であった ので ある。 是を. 促 M し 

て考 へて 居る 限 わ は、 地方； 訝の 起り など は 答へ やうが 無い かも 知れない。 

訛語 は 元 來客觀 に 基く 名であった。 外から 聽く 者に は 之 を 指示す る ことが だ 容= ^であるに 反し、 內に 住する 人々 

に 取って は、 往々 にして 其 範圍を 決し 難かった の は、 それが 差別の 新たなる 發覺を 前提と し、 私の誚ふ同；^^1意識の破 

境 を 意味した からで ある。 其 結 架 は 最も 古 文献 を 尊重し、 同時に 是と此 一一 かの 聯絡 も 無い 都 の； li^ に對 しても、 十分 


に從 順であった 人た ちまで が、 尙折々 は改 むべき 土語 を取殘 すの みならす、 更に 他の 一方に は 方言 も 亦 一 種の 訛語に 

過ぎぬ かの 如き、 匆卒 なる 類推 をす る 場合が 多かった ので ある。 難 波の ァシが 伊勢の ハ マヲギ である こと は、 寧ろ 京 

人の 興味 を 以て 聽く所 * 一  つの^ 物に は 是非とも 唯一 つの 單； 詰 だけで 無い と、 記憶に 苦しむな ど k 謂った 人 は 一人 も 

無く、 又カボ チヤが 正であって ナンキンが 訛、 力 モウ リは うそで トウ ガンが 本 常な ど、、 斷定 した l<f も 曾て 無かった 

ので ある。 それ を 大与 わぎで 片一方 を 引 込ませ、 中には 頃 合. の 對譯も 無い 方言まで、 廢 して 使 はぬ ことにし たの は、 如 

何に 地方の 人が 差^の 撤 却に 熟 心で あつたか を證明 はする が、 御蔭で 我 邦 は 一 段と 語 * の贫 弱な 國 になり か、 つて 居 

る。 新^^iの：i差^に補給せらる、所以でぁる。 方言の 範圍の 改めて 考察 せらるべき は 申す に 及ばす、 更に 前年の 訛語 

と 認められ たもの k 中で も、 元に 溯って 何故に 訛で あつたか を 見分ける 必要が 多い 様に 思 ふ。 

五 同 語 意識の 崩壤 前に も 言 ふ 通り、 我々 の 訛語の 槪 念に は、 最初から 單 なる 昔 韻 現象 以外の もの を 含んで 

た。 例へば 九州で 黑 ぃを黑 かとい ひ、 受ける を受 くると いふ 類の 變化 も、 本の 語 はちゃん と 判って 居て、 たま/、 是 

を 表出す る 一語 音の 變 つて る點は 同じで ある 故に、 人 は 均しな みに 是をも 國 なまりの 中に 加 へ ようとしたら しいので 

ある。 一方 を假 りに 音 訛と 謂 ふと すれば、 こちら は 用 訛と も 語法 訛と も 名 付くべき もので、 古人 必 すし もこの 二 奢 を 

混同した ので も あるまい が、 外部の 觀測 者の 耳に 響く 感じが 似て 居た 爲に、 一 ,s で總 括しても よいと 思った ので あら 

う。 斯うな つて 來 ると、 愈ぐ 正 訛の 論 はや かまし くなら ねばならぬ。 殊に 音韻の 如く どこかに 古 S: が 保存 せられて 

る 如き 想像 も 成立た す、 況んゃ 京 音が 必す 純と いふ 豫斷も 許されす • Is- に 角 中 代 以前の 若干の 記錄 があって、 双方の 

共に 旣に 改まって 居る ことが 證據 立てられる 以上 は、 少しで も 元の 形に 近い 方が より 正しい とい ふ說も 起り 得べ く、 
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便 {且 一 點張りの標準；^11の足ー兀は、 一 段と たどくし くなる わけ だが、 私 は斯ん な實際 問題に は干與 したくない。 それ 

よりもお へて 兑な ければ ならぬ こと は、 同じく 訛語と H せられた もの、 中で も、 是は 原因が 全く 音韻の 變 化と は 異な 

つて、 寧ろ方言單；^！叫と北ハ生成の法则を、 共に する 點が あり はせ ぬかと いふ ことで ある。 形容詞 や 勳詞に は 時の 需要に 

鹿 じ、 人の 才覺を 以て、 新たに 調達せられ たもの が隨分 多い と 同時に、 特に 計 蜜 を 以て 從來の 川 法 を： 史訂 し、 乃至 は 

これ を 保持しょう とした ものが 少 くない 様に m 心 はれる。 かって 我々 が 一 つ の 語に 習熟して、 a 出に 色々 と是を m ゐて 

居る に、 何 か 隱れた 理由で 其 中の 一 つ 二つが、 格^に 土地の 嗜好に 叶うて 盛んに 流行し、 次第に 同類 を 揃へ て 他の 

型 を 排除した とい ふやうな ことが、 現在の 語法の 地方 差 を、 作り上げた 一 つの 原因で は 無かったら うか。 もしも 文法 

家の せて おへた やうに、 一 つの 心 持 を 表 はす m 語法 は 唯 I つで、 是に 依らない もの は まちが ひであった としたら、 

斯うい ふ 變化は 起り やうが 無い ので ある。 數 多い { 貧 例 は 叉 我々 の 服の 前に も 在る。 年と つた 人た ちの 首 を 傾ける 物言 

ひが、 幾つか 流行して 大半 はやが て 消え、 殘 りの 印象の 特に 好い ものが、 兒 女の 口に も 上る と 家々 に极を 生やして、 

彼等の 成- 4- と共にい つと 無く、 次の 代の 常 然とな つてし まふ。 此點は 仰々 の 新語と もよ く 似て おり、 音？ g の變 化と は 

可な り しく 異なって 居る ので ある。 

Ji! し 所謂 昔 訛の 方面に 於ても、 これと：！： じ 倾向は 全く 無い わけで は 無い。 以前 fllT 訛 象の 考察」 とい ふ ふ 論文に 於 

て、 多くの 蟲の 名に 就いて 述べて 兑た こと も あるが、 人の 新 意匠 は 時あって 音の 變更の 上に も 加 はって 25 り、 それが 

又 選 搾に よって 受容 せられて 居る。 或 時 は i^s 意の 分化に 伴 ふ 差別の 必要から、 叉 或 時は單 なる-? !：： 嫛の 興味から、 わざ 

わざ 古い もの を lii^ めて 新ら しい ものに 就き、 又は 强 ひて 特徵の 多い ものに 赴かう として 居る。 それ を 悉く 生 舉上ゃ 
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現象と 兑* 古風 墨守の 不成功の 如く 解す る こと は、 よほど 無理な 音韻 變 化の 法則 を、 築き上げさせる 結果に なり さう 

である。 この 實例 として 自分の 引用した 中部 地方の 桑の 實の 方言な ど は、 或は まだ 十分に 適切な もので 無かった かも 

知れぬ が (方言 ニ卷 ー號參 照)、 少く とも 多くの 類型的なる 自然 音 訛と 對 立して、 別に 一 種の 孤立 的、 卽ち 他の 一 般の傾 

向と 伴 はない、 特殊の 變り 方の 有る こと だけ は 認められる。 それが 土地 毎の 流行で あり、 叉數 ある もの k 中からの 選 

擇 であると すれば、 爱 にも 語法 推移の 場合と 同様に、 やはり 第二の 人爲音 訛、 もしくは 社 會的昔 訛と も 名 付くべき も 

のの 存在 を 疑 ふわけ に は 行かぬ ので ある。 

訛 一 S と 我々 が 今まで 呼んで 居た もの、 中に、 音と 用法との 二通りの 變化 があった こと を、 是非とも 明瞭に してから 

で 無い と、 この 總稱を 存置す る ことが 危險 である 様に、 その 二通りの 變 化の 各 f にも、 更に 二つ 以上の 全く 異なる 原 

因が 入り 交って 働いて 居なかった かどう か は、 やはり 豫め之 を 確かめる 必耍が ある。 それ を 怠っての 概括 的歸納 は、 

價 値が 乏しい ばかり か 有害で さへ あると 思 ふ。 しかし 此點を 詳しく 論す る爲に は、 今 は適當 なる 機會で 無い。 私が 力 

を專ら にしなければ ならぬ の は、 訛語と 方言との 分界の 不明、 或 者 は 殆ど 全部の 地方：？； i を 片端から 誤謬と 兑て 僅か 

つて 居る 文献 资料を 以て 悉く 之を證 明しょう とし、 他の 或 者 は是と 逆に、 兒 女の 一一 一一：： ひそ こない 迄 を s= 別の S 単語と 認め 

て、 lg 々と 之 を 五十音順に 竝 ベて 置かなければ 承知せ ぬと いふ 様な、 兩種 極端の 方言 集の、 共に 方言 集と して 珍重せ 

ら れる狀 態が、 どうい ふ 風に すれば 整理し 得られる かとい ふ 問題であって、 是には 前に 述べた 様な 種別 觀察 を、 全然 

閑却す る ことが 出來 なかった けで ある。 音韻の 地方 差に は、 自然 變異の 法則が 旣に 認められ、 それが 又實 際に 發音 

の 意識的なる 改革 を 牽制す る 力 も 相應に 著しい ので あるが、 他の 所謂 語法 訛の 方面に 在って は、 本來 どれ 程 迄の 無意 

同 S 識 の 崩 圾 
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識の轉 を 許し 〔むる ものであった かも まだ 究められて 居らす、 從 うて 一 稍 無 方針なる 各地の-一 a ひ換へ i^、 自由に 设 

けられて 居た かの 如き 感じ を與 へる。 無論 さう いふ こと は 有り得べ きもので 無く、 苟 くも それが 社會 の必耍 であり、 

又取^^の！^^でぁるからには、 5= 後に は 必す之 を 統制す る 法則の • 未だ 人 問の <&iS に 入らぬ ものが、 潜んで；^^在すと 

兑 なければ ならぬ の だが， 其？？；^兑の爲にも方法は^^盡されて居なぃ。 言語 利用の 様式の 次々 に 移り 動く と共に、 之 を 

改 CSC して 來た 前代の 動 12 と 經路は 忘却せられ、 いっと 無く 私の 謂 ふ 同 語 意識 を 失って、 異なる翠：^！のゃぅに解せられ 

たもの が、 8： に此郜 分に 多 いのは 當然の 結 架で ある。 方 首 生成の 起原 を考 へて 兑 ようとす る 者が、 最初に 先 づ訛. 語と 

の交涉 に^ 意し なければ ならぬ の も此爲 である。 個々 の實 例に は假に 異論 を唱 へる 人が あらう とも、 兎に角に この 同 

語 意識の 崩壞 によって、 分立した 方言が 若干 は 有る こと を、 認めた 上で 無い と 新語 論は說 けない ので ある。 音 轉 訛の 

場合 は 大抵 は 過程が 明白で、 之 を S 語と 見る 程の 開きが ある もの は尠 ない の だが、 それでも 時には 好み ゃ必： 要に よつ 

て、 意外な 形にまで 言 ひかへ て US る ものが ある。 元 を 忘れて しまへば そんなの も 方言で あるが， 是は 寧ろ 將來 利用せ 

ら るべき 昔 IS 論の 新资 1： で、 我々 は 唯 之 を 誘致した 底の 動機 は、 どれ だけ 迄 新語の 製作、 もしくは 一ば i 法の 選擇と 共通 

した ものが あるか を、 討究して 兑れ ばよ いので ある。 

以上が 無調法ながら 此篇の 序論 見た やうな ものである。 もう 一 度 手 輕 に 要約す ると. 方；ーーー：！とぃふ；^^の範圍を、 言語 

の 地方 差の 全部の 如く 解せられ る こと も、 今 は I^HSS し 方 は 無い。 しかし もしも 地方 ャ； if の 起 を 明らかにす るが 學 問な 

らば， 所謂 三つの 部門 は 分別せられ なければ ならぬ。 是を 混！ S の狀に いて は 目的 は sa しない。 次に 三つの 屮 で先づ 

単； ^li の變 化を考 へて 兌る の は、 必然の 順序で ある。 現在の fj:: 料は此 部分の み 稍 採集 せられて W る だけで、 他の 二つの 
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問題 は尙 だしく 不完全 だからで ある。 是に閼 して は それぐ の 採集 法、 又 それぐ の 整理 比 絞の 方法が あるべき で 

あるのに、 今 はま だ 物の 序に、 僅かに 事寶の 片端 をし か 把へ て 居らぬ からで ある。 事實 に據ら ない 推理と いふ もの は 

私たちに は出來 ない。 出來 ると 信 やる 人に 遣らせて 見る の 他 は 無い ので ある。 ^し 今 曰 わかって 居る だけで も、 二種 

の 所謂 訛語の 原因に、 各. - 二つの 場合が ある こと は 察せられる。 さう して 其 一方の 社會 人の 發 意に r り、 特に 意識し 

て 變更し 又は 保 ^しょうと した もの だけが * 狭義の 方言と 交涉が 有る らしく 思 はれる。 とい ふわけ は 其 若干 は 訛語の 

群から 離れて、 旣に 異なる？ 取 語の 如く 看做されて 居る からで ある。 訛語と いふ 字の 用法に 就いては、 私は責 ii^ を 負 は 

ない。 事實を 記述す る舉 問に は、 素より 正， 訛の 問題 は 無い からで ある。 

〔！lia」 人の 選擇に 基づく 特殊の 用語 法が、 • 動機 不明に 歸 して 一箇の 新 一?-s の 如くな つれ 例 は、 動詞に は 最も 多い が、 形容 訶に 

も 幾つか 見つけられて 居る。 イシイ は 多分 イミ ジの昔 訛 だら うが、 食物に 限って 特に 敬語 yj* 附 しれ 女性の 用法 は、 今では ォ 

イシイと なって 美味の もの.^ 意味す る 1 である。 東北 諸 藤で 「幾分 か」 义は 「或 程度まで」 意味す るモ サバ は、 「申さば」 と 

いふ 古風な 句 形の 名殘 である。 音韻の 方で も 本文の ュ ヮ タリな ど は 一 つの 例 だが、 紀 州の 南^で 「くちなし」， <5 -サ ン ビキ、 又 

ム，： 一 

の 郡で サ ンヒチ とも サン シチ とも 一 謂 ふから、 元は 山梔子の 字音の 變化 であつ；.：。 niif と 反 對に美 澄飛驟 などで、 「i^;^>- き」 

セ キリ ンと謂 ふの は、 後に 鹆鵠の 音に 近づけようと し；： けで、 他に シ キリ ン • シチ リン • チチ ン ドリな どの 例 も あるか 

ら、 元は 啼聲の 方からの 推移で もつれ。 nli- と同樣 Li 螳螂.^ トウ ロウと いふの も、 ヲがミ タラタ • ヲガ マナ トホサ ン などの^ 

■  比べて 行く と， 此 蟲の舉 動の 拜 むに 似；^ 所から、 附 け；： 名が 元で わる。 


六 古語 保留 方言に 昔の 言葉が 殘る とい ふこと は- 旣に 南^^ 志の 頃からの 話題であった。 玉 勝 の 有名な 
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1 章に は、 親切に その 觀 察の 態度 を說 いて、 是が國 の 研究の 上に 缺く ベから ざる 修養で あると さへ 訓 へられて 居る。 

是は 誠に 感謝すべき 啓發 であり、 又廣汎 なる 眞實 でもあった。 今日の 地方の 辠 徒が、 各自の 鄉談の 中に 古事記 萬 葉 集 

の 破片 を：： 出して 狂喜す るの も、 本 居 大人の 手引と いふ ことが 出來 るので あるが、 單に その 新舊の 比較 を 古文 獻の上 

に 限って ただけ では * 本當 はま だ 言語 史の 事業で も 無かった ので ある。 個々 の單- 語が 千年 二 千年の 昔から、 用ゐ馴 

ら された 日本一 Si である こと は、 書物に 出て 居れば それでもう 疑 ひ は 無い。 それに は 色々 と 辭典 も 出來て 居て、 わざ わ 

ざ 知る 爲に 地方. ほ を 採る にも 及ばぬ わけで ある。 我々 の 疑問 は尙 この 以外に、 不幸に して 現存の 記錄 文語に、 一度 も 

採 m せられなかった 雷 葉が、 どの位 有ったら うかと いふ ことが 一 つ、 第二に はさば かり. E 緒の ある 前代 日 木 語の 或 部 

分が 全く 影を歛 め、 又は 都府の 生活から 退いて 僅かに 片隅に 零落の 姿 を 留め、 今更 之 を 珍しがる 人た ちの 話 を、 默っ 

て拜聽 しなければ ならぬ の は 何故か。 普通の 考へ では 殘 つて 居る のが 常り まへ で、 それが li だとい ふ 方が 寧ろ 不思議 

なので ある。 この ハせ 一の 疑問 を釋 く爲 に、 我々 の 新 論 は 乃ち 入 W であった。 日本語の 語彙 は 今 とても 決して 豊富な 

らす、 新しい 經驗 はいつ も 叙述の 器物 を 溢れ、 「言 ふに 言 はれぬ」 感 ばかりが • 日 ましに 複雜 になって、 どんな 粗末 

な 表現の し 方で も、 誰か きっと 眞似 するとい ふ 世の中に、 どうして 斯う 惜しげ も 無く 古い もの は棄 て. 1 來 たかつ 新 

規に發 明す る 力 は 別の もので、 之 を 保存の 方向に 轉用 する ことが 出来なかった か。 乃至 は： S 餘 勢に 卷 添へ を 1^1 つて、 

消えす ともよい 古 Si までが 追拂 はれて しま ふこと になった か。 これ 等の 諸點 を-おへて 見る 爲 にも、 ゃはり新：^！^の出現 

とい ふ 側から、 近よ つて 行く のが 便利で ある。 古語と 新語との 實際 上の 堺目 は、 時 を 以て 劃す る こと も 出来す、 文書 

の 初見 を 以て 口 標 とする こと も尙心 もと 無い。 昨日 以前から 有る 我々 の 古語と いふ もの は、 或は その 全部が 太古 以來 
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の、 何れの 時代 かの 新語であった かも 知れぬ ので ある。 今まで 思 ひも 付かなかった 別の 名 や 言 ひ 方 を 新たに 考へ 出し 

て 世に 行 ふ 技能な り必耍 なりが * 不意に 中途から 起る もので 無く、 叉 人類と 相 生であった とい ふ 言葉が、 どれで ある 

かを證 出す る こと は 容易で ない とすると、 古語 は 唯單に 第二の ものが 生れて 來て、 取って 代らう として 未だ 果 さない 

i かな 期 問 だけに、 存立し 得る 名稱 だと 言っても よいので あるが、 さう いふ 風に は 通例 は考 へられて 居ない。 現在 世 

にある 言葉 を 大まかに 二つに 分けて、 一度で も 筆紙に 上った もの は、 反對の 證據の 無い 限り 古くから 傳 はって 居る や 

うに、 其 他 は 何れも 近頃に なって 始まった 様に、 見ようと する 風が 今まで はあった。 それが 條现の 無い 差別で ある 

こと は、 自然に 少 しづ、 判り かけて 來ては 居る が、 さて 何人に も 納得の 行く だけに、 解說 しょうと すると 其方 法が ま 

だ 具 はって 居ない。 我々 は先づ 之を兑 つけなければ ならぬ ので ある。 現代の 新語 は 共通の 經驗 で、 その 出現の 過程 を 

觀測 する 者 も 多く、 又計畫 すれば 實驗 さへ も 不可能でなかった に反して， 過去 は單 なる 痕跡の 群で あり、 從 うて 又 推 

察の 領分に 屬 する。 ra^ して 今日の 通りの 需要の 複雜 性と、 種々 なる 様式の 配合と を 以て、 昔 も 其 新語 を產み 育て k 居 

たかと いふと、 寧ろ 然 りと は 答へ 得ない ので、 しかも 時代々 々 の 傾向な り流義 なり は、 さう 簡單に は 把捉し 難いの が 

當然 である。 た 我々 の 頼りと してよ いこと は、 第一に は 一 つの 國 民の 會て具 へて 居た 能力の 持 傅へ、 第二に は その 

能力の 發揮を 要求す る 外部の 事愤の 繼鑌、 之 を具體 的に いふと、 日本人 は 恐らく 昔から 言 紫 造りが 巧者で、 同時に そ 

の 新語の 入用が、 絶えす 斯 邦に は 大きかった らしき ことで ある。 十分なる 證 例の 出揃 はぬ 前に、 斷定を 下す こと は 固 

より 不可で あるが、 鬼に 角 自分 等 は 現在の 最も 複雜 なる 現象の 中に、 若干の 過去に もあった ものが、 今尙 包含せられ 

て 居る こと を豫 想して、 是 から 出發 すれば 歷 代の #s も、 第に 起り が 判って 來る ものと 樂觀 して 居る ので ある。 新 
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譖 ，の { 元 成 は 一 國ー百 語史の 全幅に 及び 得る。 斯 ぐし，， で 始めて 純 粹の古 -sr 卽 ちお 族と 其^ 立の 初 端 を 等しう する 言葉 

を 取. 分けて、 之 を 安全なる 異國語 間の 比較に も 援用し 得る わけであって、 多分 古から うとい ふ 近頃の 推測に は、 ノシ 

を 波斯語 だとい， ふ 類の 笑 ふべ き 誤りが 多 いのも、 この 準備の 研究 を 無視した 性クト わに 災 ひされて るので ある。 

斯うい ふ 心 持 を 以て、 私 は 古； 謌 保留と いふ 言葉 を 使って る。 是が 絶對の 古語 だとい ふこと は、 まだ 何人も 言 ひ 切 

る こと は出來 ないだら うが、 兎に角に 可な り 久しい 間、 次の 新語に よって 更迭せられ なかった 語が、 所謂 俚 .111 口の 中に 

. も相應 にある ので ある。 或は 寧ろ 地方の 現象で あるが 爲 に. 特に 注意せられ るの かも 知れない。 多く 古 様を存 する の 

-, は 文， _ ^叫で あり、 是 と：： g も 親しい 都市 語で ある 蒈 なのに、 其方 は旣に 改まって 鄙に のみ それが 殘る とい ふこと は、 先入 

感 ある 人々 に は 珍しかった であらう が、 もし 是 をた^ 單 なる 新語 不發 生の 狀 態として 兑 るなら ば、 少しで も 奇妙な 事 

實 では 無い。 何と なれば 新語 は 昔 も 今 も、 言語 活用の 活 澄なる、 卽ち人 § ^の 多い 土地に 起り 0^ かった からで ある。 古 

を  一 r 度で も 古文 獻の 上に 現 はれた もの だけに 限るならば、 それ は m 舍の 方に は 多く 殘ら なかった かも 知れぬ が、 誰 

が 其 以外に 昔の 日本語が、 もう 無い とい ふこと を斷言 し 得よう。 方言の 調査の さし 當 りの 功德 は， 寧ろ さう いふ 魯か 

しい 俗念から、 御ず； ひ を 救 ひ 出す ことに 在った ので ある。 我々 は 努めて 手近なる 多くの よい 例 を、 n 十く 兑 つけて 無益 

の 論 をお かなけれ ばな ちぬの だが、 今 はま. だ 同志が 割據 して、 僅かな 比較 を さへ 試みよう として 居ない。 其爲 にいと 

容 ：：：^ な發 明まで が^ まれて 居る ので ある。 私の 家の 軒先に、 今 漸く 芬を 出さう として 居る ァケビ とい ふ 植物 は、 倭 名 

鈔の 時代から 既に 阿 介 比であって、 是と 異なる 各地の 呼び 方 は、 すべて 訛音と して 卑しまれて 居た。 束 京の 近郊から 

. 中部 他方へ かけて は 廣くァ クビと 謂 ひ、 關 来の 村 方に は 下總香 取な どの 如く、 アツ タリと いふ 處も 多い やう だが、 是 
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は 其 果實が 口 を 開けて 居る 故に、 斯うい ふ 方が 適切 だと 思った ものら しい。 ァ キビ • アキべ とい ふ 地方で も、 無論 大 

急ぎで 矯正しょう として 居る やう だが、 一 昨年 私が 隠岐に 行って 採集して 來た 所に よると、 あの 島の 方 音に は アキべ- 

とァ キンベと が あり、 是に對 して 人 r 一  種の 木通 をフ ュ ンべ と 謂って 居る。 さう して 其 實の 成熟 は 幾分 か 一 方が 早い 

さう だから、 此 語の 起り の 「秋む ベ」 であった ことが よく 判る。 古語 は 却って 邊 隅に 於て 保留 せられて 居た ので ある？ 

山 慈姑の カタ クリは 東北 は 一 般に カタ コ で、 此方が 標準語よりも 今 一 步、 古 形の 「かた かこ」 に 近い こと は 認められて 

居る の だが， 信 州の 川 中島 附近で は、 今でも 方言が 明晰に カタ コ ュ リ であって、 都府の カタ タリが 却って 其 音 訛で あ 

つたこと を 知る。 是 など も關 東の ァクビ • アツ タリと 同じ やうに、 次の 聯想の タリと いふ 意味が 勸 いて、 一 つ の 言 ひ. 

ちがへ を 固定せ しめて 居る ので、 單 なる 音韻の 現象ではなかった ので ある" 侏儒 を 一 寸 法師と いふ こと は 或 時代の 戲 

語で、 多分 は 今 ある 同名の 御伽草子と 前後して 生れた ものと 思 ふが、 其 以前の 古語の チイ サコ 又は チッ サコ であった 

こと は、 仙臺の 方言 集濱 荻に よって 窺 はれる。 江戸に は 近頃まで 「ちい ちや子 ほつ ちゃ」 の 童 謠が行 はれて 居て、 嬉遊 

笑覽の 著者の 博識 を 以てする も、 其 本意 はもう 解らなかった。 しかも 桃太郞 同系の 祌子 出現 譚が、 遠く 小 子 部 連栖輕 

の 物語 以前から、 旣 にわが 邦に 存在した らしい こと は、 この 唯一 つの 語の 發見 によって、 略 明かに なって 来たので あ 

る (民族 三卷 a 號參 BD。 九州で は 蟇 を クン ギ クと いふの が 古語で ある こと は 早くから 注意 せられて 居る。 紀州は 熊 野 

にも タンゴ クと いふ 形が あって、 是は 先づ疑 ひが 無い らしい が、 最近に 沖繩 語の 採集が 始まって、 同種の 例 は "更に 急 

激に 4= 加しょう として 居る。 ^波 氏が 引用 せられた 錐 を イリと いふ 語な ども、 分布 は 九州の 南半に 及んで 居る。 射 だ 

の 彫 だのに 該 《s する ィル •  H ルと同 原の イリが 以前の 形で、. キリ は 更に それから かれた 上代の 新語で あつたの であ 


保存の 例 

る。 その他 檫準 語の ナミ ダに對 する ナダ 又は メナ ダ、 地べたの ベタに する ミザ、 慌 だしく を 意味す るァ タグ-一の 如 

き、 何れも 其 分布 は 南方の 一 隅に 偏せ す、 八 丈と か 佐 渡と か. H 陰の 田 含と かの やうに、 藤 離れた 十； 地に 於ても 至って 

謙遜なる^ 在 を 保って 居た。 平 心に 之 を 比 照 すれば、 我々 は その 變 化の 順序 を 知る に 苦しまない。 單に 中央の 訶客 Q 

國： 語 を 改良 せんとした 努力 を兒 溢り、 彼等 をた 單 なる 舊式墨 守 者と 見て 居た 人々 だけが、 いつ 迄 も 古語の 文獻 以外 

に 傅って 居る こと を、 覺る ことが 出來 なかった ので ある。 

七 複合 保存の 例 新語 作成 は I つの 技術であった 故に、 他の 多くの 技術 も 同じ やうに、 やはり 都市に 於て その 

特殊の 發逑を 見た もの かと 思 はれる。 田 舍の弱 點は第 一 に 新語の 需要が 少く、 第二に はこれ を 鑑賞 批判し 叉 採擇支 S; 

する の 力が 十分でなかった d 方言 は 今日 その 稀 有なる 仕事の 跡と して 珍重せられ るが、 他の 主要なる 部分 は 標準語 

中に 於て、 却って 最も 目立た すに 爲し 遂げられて 居た ので ある。 村の 役目 は 昔 も 今の 如く、 新たに 生れた もの」 模倣 

であり、 次に は 其 保管であった。 是が 寧ろ 我々 の 言語 史 研究に、 利 S せらるべき 大切な 資料で、 新語 はた ビ 中央に 久 

しく 繰 返されて 居た 事業が、 爱 にも 其 一端 を 反映して 居た に 過ぎぬ ので ある。 地方の 言葉の 中には 忘れ 殘り、 卽ち旣 

に變更 せらるべく して、 何と無く 其 儘に なって 居る ものが 中々 多い。 キヌが 絕絲ゃ 緒 織物 を 意味す る やうに なって か 

ら、 衣服 を キヌと いふ 語は廢 語と なり、 沖繩 諸島 を 除けば 一 般に、 キ モノ か キル モン か 是に 代用 せられて 居る。 と 

ころが 他の Ijg と 複合して、 何 か 特定の 物 を 意味す る 場合 だけ は、 別に 不便 も 無い 限り 在來の 名前 を けて 用ゐて 別に 

氣 にしても ない。 たと へば 蛇の ぬけがら を 富 山地 方で、 へ ー ブノ キンと いふな ど は 古語で ある。 北 帶に 衣服 を 

入れて S く 一 種の 箱 を、 キン ビッ • キ ンべ ッと いふの も 衣 樅で あるが、 土地に よって は タン スと いふ 新語 を 拒んで、 


是を さへ 同じ 名で 呼んで 居る 者が ある。 農家に 缺く ベから ざる 衣裳 掛けの 竹竿に は、 全國 殆ど 一 様に ナラ シと いふ 新 

語が 普及して 居る にも 拘ら す、 九州の 島々 に は それ を 知りつ-. -、 尙 キン 力 ケザホ の 語 を 併用して 居る 例 も あるので あ 

る。 更へ すに すむ ものなら 更へ すに 居ようと する 傾き は、 農民の 問に は 可な り 著しい。 町で は單 語の 氣持 なり 素性な 

り を、 幾らか 餘 分に 注意して 居た と 見えて、 此 種の 新 舊 不一致 は 或 程度まで 整理して ある。 たと へば 天然痘 を ホウ ソ 

ゥと稱 して、 モ ガサ もしくは モと謂 はなくな つて 後 も、 ァセモ とい ふ 語 だけ は尙殘 つて 居る が、 是も 現在 は ァセボ と 

謂 はう とする 者が 多くな つたつ 是 に反して 九州に はたし か 水痘 を ソラモ とい ふ 語が あり、 福 島縣の 海岸 地方に は、 疱 

瘡神 送り を モナ ガシ とい ふ 名が 行 はれて 居る のみなら す、 痘痕の アバ タをモ ガサ • モク ソ、 或は ィモ グシ など、 間遠 

へ て 呼んで 居る 土地 も 多い。 薪をコ ルと いふ 動詞が 廢 せられる と、 キ コリ とい ふ 昔の 佳なる 名詞まで が、 僅かに 文語 

の 中に 保存 せられる だけにな つたが、 今 も 山陰の 諸國 などで は 正月 二日の 山 入の 行事 を •  口言葉で も コリゾ メと謂 ふ 

ので ある。 .S 火 を タヒと 謂った のは旣 に歷史 であって、 松明の タヒ マツ すら 旣に燒 松の 音便と 解せられ て 居る (言海)。 

にも 拘ら す、 盆の 魂 祭に 焚く もの はタヒ であり、 乃ち 百 八タヒ とい ふ 語 は弘く 中部の 諸縣に 分布す る。 魚 をナと 謂つ 

たの は、 酒の 看と いふ 場合 だけに 殘 つて 居る が、 それさへ も 野菜の 茱だ などと 謂って、 我々 の 酒宴に 必す鮮 を 用ゐた 

風習 を、 忘れて しま ふ 迄にな つて 居る の だが、 地方の 複合語 詞の 中には 魚を納 る」 屋を ナヤ • ナ ゴャ、 魚 を 乾す 裝置 

をナ ダナと 謂 ひ • 魚群 をナ ブラと もナ ムラと もい ふ 名が 殘り、 天龍川の 流域で は 川 をし きって 魚 を 捕る 漁法に、 ナツ 

ボと いふ 名 稱も尙 用 ゐられ て 居る。 古い 記錄に 見えて 居る 單語 だけ は、 斯うして： S ベて 行けば 何人も 其 存留を 認める 

であらう が、 是 が記錄 にある 語 だから 殘 つたので 無い 以上、 記錄を 逸した 古語で 亦 同じ ことがあ つたと 見なければ な 
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-uO ぬ。 それ を 念頭に 置かす に、 方言の 起り を說 くひ. は 誤りで ある。 物の 楕冏 形なる を イビ ツナ リ とい ふこと は、、 是も 

亦 配 1 と いふ 古語の 複合 であるが、 今 E のめし 樅はメ ンパ • ヮ ツバ を 除く ひ 他、. もはや 棺圓の もの は 見られな ぐ 

なって 居り、 從 つて 語 原の 異なる 解釋も 成立ち 得る か 知らぬ が、 是 を中國 のど こかで は、 な r でも ユリ ナリと 謂って 居 

て、 此方が 又 一 つ 古かった ので.^ る。 ユリと 稱 する 榜岡 形の 器物 を、 現在 まだ 用ゐて 居る 土地 はごく 僅か だが、 是 

記憶す る 老人 は 幾ら も 居る。 名の 起り は 多分 穀粒 を淘り 汰げる 用途から であらう が、 主として は 食物 を W 人に 餉る $1 

に、 頭に 載せて 蓮ぶ 目的に 供せられ、 費： 岐島 などで は 更に 之 を 神 祭れの 具と して 居て、 百合 若說 話の 主人公の 名前 ま 

で i &、 其 根源 を是に 溯らし める ので ある。 それ は 又 一 つの 決し 難い 問題 だとしても、 鬼に 角 に ユリと いふ 重要な 一 <> 

の 物の 名が 消えて、 ユリ ナリ とい ふ 複合 形の みが 地方に はあった。 それ を 矯正して イビ ツナ リ とする こと は、 改良に 

i なら や 叉 復古に もなら ない。 細くて 長い 一 本の 木材 を ボウと いふ 語と、 ボタと いふ 語と は 現今 は训 ものと おへられ 

て 居る。 前者 は 棒の 音、 後者 は 古木の 音の 半 略の やうに、 多くの 物知りた ち は 心得て S るが、 そんな 用法 は 二つと も 

原 庵 國には 無い。 子 佻が 手遊びに する 木切れ をボ タトと いふな ども、 人 は 木刀 かと m 心って 居る が、 少しで も 刀で は 無 

い？ これ 等の 混亂 はホコ とい ふ 古い 日本語が、 單に鉢 や 矛 だけ を 意味す る やうに なって、 其 他 を 忘れて しまった 給媒 

らしい が、 所謂 木の ボウの 一 兀ホコ であった 名殘 は、 屋根聱 きの 用語に も 複合して 殘 つて 居る" たと へば 屋根の 萱を押 

へる 木 は * どこの 田舍に 行っても オシ ポクで あり 又は ス マボコ 等で ある。 それから、 搬 用の 枕 もォホ コ らしい。 是 

IK 秤 棒な ど. -謂 ふこと になった の は、 所謂 兩 天秤に 擔ぐ やうに なって からの 話で、 さう いふ 擔ぎ方 は 以前に は 無 .Ac- 

た。 掠と 宇に" く 木 を 現在 は ムク、 是な ども 1 つの 分化 かと 思 ふ (エノ キ にも 古く は朴の 宇が 宛て、 あるが、 や は. = - 
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ポクに 近い 別名が あった 爲 かも 知れない)。 椋は 今でも 棒 を 作る 木と して 知られて 居る" それ は必す しも 此 木が 强ぃ 

からで 無く、 何 か 信仰 上の 習 はしに 基づいた ものら しいので ある。  * 

〔！ S キヌ ビッ とい ふ 語 は、 源氏の 松風に 出て 居る： とが、 和訓 菜の^ 補に も 注意して ある。 へビノ キンと いふ S?S は 富 山 近 

在 だけで な い。 加賀 河北 郡の 方言と しても 採集 せられて 居る。 

八 限定 保存と 意義 分化 新語の 流布に も 折々 は 無意識の ものが あつたと 同時に、 古語の 保留に も 亦 時として、 

我々 の 計畫に 基づく ものが あった。 是も 方言の 發生 を說く 場合に、 ー應は 觸れて 置かねば ならぬ 問題で ある。 古語が 

複な 口によ つて 殘る 例の 中に、 椀 を ゴキと 謂った 痕跡な ど は、 知って 居る 人 も 多から う。 ゴキは 御 器と も 合 器と も 書い 

てあつて、 轆轆で 木をぜ つて 造った もの は 皆ゴキ だったら うが、 主として 飯 椀 を さして 居た と 2 ^えて、 それが 陶器の 

茶 婉 に 改まった 頃 を 境に、 追々 に その 語 は 不用に 歸 して、 今殘 つて 居る の は 鼓 蟲卽ち 水す ましの ゴ キアラ ヒ、 又は 油 

蟲 のゴキ カプリ もしくは ゴ キコ プリ 等、 複合 保留 を そち こちに 現じて 居る 他に、 今 一 つ は 犬 猫の 食器の 名と なって 居 

る。 最初 は それぐ 犬の ゴキ、 叉 は 猫の ゴキ とも 謂ったら しく、 今でも さう 謂 ふ 土地 も 少し は あるが、 外に 紛れ やう 

が 無い から、 大抵 は 只ゴキ とのみ 呼んで 居る。 以前 はさし も 重要だった 我々 の 日常 語が、 僅かに 餘喘を 一隅に 保って 

居る 例で ある。 犬 猫の 食器の 名に 氣を 付けて 見る と、 他に もう 一 っヅキ とい ふ 語が あって、 中部 地方の 山村に は 可な 

り弘く 分布して 居る。 ヅキは 日本人の 飯 椀が 木の ゴキに 改まる 以前、 普通に 用 ゐられ て 居た ツキ (坏) とい ふ 語の 名殘 

らしい。 卽ち單 語 も 亦 其 食器 それ 自らと 同様に、 古く 且つ 不 m になる と 之 を 家畜に 與 へたの みならす、 わざと 少しば 

かり 其 音 を かへ て、 高坏 其 他の 淸淨な ものと、 同一視 せられない 用心 をした ので ある。 其 様にまで してお 古い 語 を 置 

限定 保存 意義 分化 
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かう とした こと は • 可な り 新語の 好きな E 本人に も 似合 はぬ やう だが、 犬 や 猫な どの 爲に 一 j^i を 新調す る こと は， 何 

だか 奢りの 沙汰の やうに 古人 は考 へたの かも 知れぬ。 實際 新語 は 其 程度に、 重々 しく 考 へられて 居た 人 Si の行爲 であ 

つたので ある。 餘り上 ni な 類例で 無い が、 梅毒 を カサと 謂った 事情 も是 とよく 似て 居る。 カサは 古語と して は 一 切の 

デキ モノ、 卽ち 皮膚の 病を總 括して 居た。 始めて この 性病が 日本へ 來た に は、 是に假 想の 原產 地名 を 被らせて • 他 

の 種の カサと 15^ 別して 居たら しい。 琉球 では ナンパ ン フ ェ ガサ、 この フ ガサの フ ェ は 不明で あるが、 近畿 中國 では 

今でもへ ェ 又は ヒ 、 東北で も 秋田縣 など はフ ボ もしくは へ ボ である。 それ を 言 はない 地方で は、 肥 前 五島が ナ ン 

バ ン ガサ、 壹岐は ナンパで あり 觀子島 寳島は ナンパ ン であって、 是 では 京阪の 玉蜀黍と 同じになる。 九州 南部に はラ 

ン ガサと もい ふが、 別に トモと いふ 新語 も 案出 せられて 居る。 是と 同じ 語の 流布 かと 思 ふの は、 福 井石 川から 富 山の 

1 部に かけて、 ト ンコ 又は ト ン コ カキ で、 トモ は 土地に よって トモ ャミと 謂って 居る から、 疑 ひも 無く 男女の 共に 病 

むと いふ 此瘡の 特徴に 依って、 新たに 作り出した 單 語であった ので ある。 他の 多くの 地方で は、 それ迄の 手 數を是 に 

掛けようと はしなかった。 惡ぃ 病の 患者に 對 して 昔から したやう に、 爱 でも カサと いふ 一 語 を 置き去り にして • 1 同 

は 他へ 立 返いて しまったの である。 

カサ とい ふ 古語に は、 現在 はもう 他の 意味 は 無くなって しまって 居る。 自分 は此 現象 を 古語の 限定 保存と 名付けん 

として 居る ので ある。 ツキが^ 音に か へられて 犬 猫ば かりの 食器の 名と なった の も、 亦此 例に 算 へて よいの だが、 是 

には尙 タカ ツキ • サ カヅキ などの 複合 形が 淺 つて 居り、 從 うて 故意の 手 人れ によって、 差別 を 明かに する 必要が あつ 

た。 それ を 私 は 又 意義の 分化と 言 はう とする ので ある。 カサ とい ふ 語の 原形 は、 もう 一 つ 古. S 所まで 他り 得られる。 


一 26 


その 一 つ は クサであって、 是を 一 種の 皮膚病の 名に^ ゐて 居る 地方と、 更に それよりも 廣ぃ 意味に 解して 居る 處 とが 

ある。 九州の 殆ど 全島に 一旦って、 クサ フル フと いふの は 何 か 外部の 邪氣 に觸れ て、 病魔に 取附 かれた と感 十る 場合の 

ことで •  ？；： Jl 岐の島 あたりで 赛先 草の 芽の 出る 頃、 不意に 煩 ひ 出す 病氣の やうに 解す るの は、 恐らく は クサと いふ の 

後の 聯想で、 本 來は單 に 怖るべき もの 忌むべき ものの 總稱 であった やうに 思 ふ。 節 S 集以來 のこ ぢ つけに よって、 今 

日 草 臥な どと 書く クタ ビレルの 動詞な ども、 右の クサ フル フの音 訛であって、 此 語の 領域 は 曾て はもつ と廣 かった。 

カサも 恐らく は此 クサから 分 出した ので ある。 次に 令 一 っコセ 叉はコ シと いふ 語が ある。 是も 地方に よって は 色々 の 

力 セル 病 を 包含し、 又 他の 土地で は ドスと もナリ ともい ふ 最惡の 皮膚病に 限定して 保存して 居る。 九州の 南部で は是 

をコ シキ とい ふ。 此 語が カタ ヰと いふ 語と 共に、 癩 人と 乞丐 人と を 兼ね 呼んで 居た こと は、 旣に先 も 之を說 いて 居 

る， - 斯うい ふ 特殊な 病 者な ど を 意味す る 語 は、 古 來何處 でも 限定せられ、 叉 分化して 行かす に は 居られなかった ので 

ある。 しかし さう いふ 場合で 無くと も、 古語 は 必要の あるた びに 分化し、 同時に 在來 形の 用途 を 局限しょう として 居 

る。 つまり は 新語 を 作らす に濟 ませよう とする 努力で ある。 蠟燭は 最初の 輸入の 際の 日本 名が ラッソ ク 又は ラッチ ョク、 

それ を 中 國の或 山村な どで は、 古くから 用 ゐられ て 居る 松脂 蠟燭、 卽ち耽 奇漫錄 などに 畫 かれて 居る ヤー 一 ァカシ の 方 

に委讓 して、 蠟で 作った 改良品の みに、 新ら しい " ゥソク の 稱呼を 適用して 居る。 是 など は 思慮 ある 分配であって？ 

單 なる {IT 然昔 訛で は 決して 無い。 ツム ジと いふ 古語 は 土地に よって、 今では 色々 の 物に 限定 せられて 居る。 標準語で 

は 馬 や 人間の 頭の 旋毛、 叉 旋風 を ツム ジ カゼと いふ 語 も あるが、 信 州 松 本な どに は つ 辻 をョッ ツム ジ >  卽ち 道の ッ 

ジも 元來は ツム ジ であった ので ある。 g: 通 八達と いふ 語と はちょう ど 向 ふ 前に、 幾つかの 線の 集合す る 1 點が 以前 は 

K 宠 保存 ミ Is  s 分化 
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ffii え 保存 ミ Haw 分化 

すべて ツム ジ であった の を、 少 しづ、 謂 ひ 分けて 行く 必要が あつたの である。 武藏の 水田 地方で 耕地の 小區 劃、 京都 

の 町の まん 中で 小 巷 を、 共に ヅシ とい ふな ども、 音 は 僅かば かり 改めて あるが、 起り は 何れも $: 道の 辻の ツム ジ から 

出て 居る と 思 ふ。 それ はま だ 問題 だとしても、 他に も 同じ やうな 例 は 有る ので、 たと へば 山の頂 上 は ッジと はっきね 

謂 ひ、 農家の IS などの 上 を 物置に したの は、 特に ッシと 澄んで 呼ぶ ことにな つて 居る。 ッシ だけ は 別の 語の やうに 思 

つて 居る 人 も 有る か 知らぬ が、 是をも 村に よって は、、 ッシ とも ッジ とも ツチと も 謂 ひ、 或は 其 代りに タカと かソラ とか 

ァ マと かいふ 別の 古語 を、 應 用して 居る 故に 新語ではなかった ので ある。 

今一^と 異論の 少な さうな 例 を擧げ ると、 テテ は 最初が 小 兒の父 を 喚ぶ から 起った ものと ほ 心 ふが、 是を 色々 の 同 

じ 年配の 者に、 推 及ぼす 風 は 各地に あった。 仙 臺の濱 荻を兑 ると、 父 を 正式に テテと いふ 語は傳 はって 居る にも 拘ら 

す、 別に テデ とい ふ燭 音 化 形が あって、 是は 男性の 御 附役を 意味して 居り、 さう いふ 類例 は旣 に下舉 集に も 出て 居る 

と 謂 ふ。 出 羽の 莊. T にも テテ オヤと いふ 語 は 知られて 居る らしい が、 テデと 濁って 呼べば 下僕の 年取った 者の ことで 

ある。 さう かと 思 ふと 3： 豫の 一 地に は、 物 貰 ひに 來る 一 種の 部落民の み を、 特に 限定して テテと いふ 處 もあった。 飛 

Si や 越 前に 住む 或 家筋の、 女系 を 以て 相 綾す る にも 此 名が ある。 さう いふ 家々 では テテの 地位が 特殊で ある 故に、 

普通と 異なる 語 を付與 して 置く 必要が あつたの である。 皮 司 甚左衞 門 を 君が テテと 謂った こと は、 旣に 異本 洞 房語圜 

に 出て 居る。 遊女の 親方ば かり をォ トウ ツァンと いふ 土地で は、 もう 與 一 兵衞を さう 呼ぶ ことが 少し 變に 聞え る。 ゥバ 

とい ふ 語の 分化 も 今日で は 可な り 大規模で ある" 記錄の 最初の 形 は 古 ie? 記の ァモ であり. 沖繩の i:^ 々にも 汎く アン マ 

が 行 はれ、 伊豆の 半な と爽 北の 一 部に はゥン マ *ゥ マ アイ *ゥ ンメァ 等の 形が り、 母に は 一 皎に M 子音が 秀 出して 


て、 從 うて 今日の 新語の マ マ を恕し 易く して 居る 様 だが、 奥^に は^ 弘く母 を アツ パと いふ 語 も 普及して 居る。 標準 

語 は 今日で は ゥパを 乳母に 限り、 稀に 草の 名 や 山姥な どの 複合 形に、 是と 異なる 用法 を 保留す るの みで あるが、 それ 

が 僅かに 變 形して ォバ となると、 忽ち 驚く ほど 其內容 を複雜 にし、 可な り 發昔ゃ 句の 構造に 注意して 居ても、 紛ら は 

しい こと だらけで ある。 父母の 姉妹 や 其 年頃の 婦人 を、 引き くるめて ォバ サ マと いふの は 小 母の 義だ などと いふ 傍 か 

ら、 長女 以外の 家々 の 未婚 女 は 皆ォバ サ マで あり、 是は 行く く 叔母になる 人 だから • さう いふの かも 知れぬ と 思つ 

て 居る と、 日本海 側で は 遊女 も 亦ォバ であり ンバ である 。要するに ゥバは 本來の 語義が 女への 對稱 であり、 且つ 小兒 

の 物い ひ Q 探 用であった 爲に、 自然に 年長 女性に 對 する 敬稱の 如く 感じられて、 姥と いふ 漢語 を 宛て.^ もよ く、 婆と 

いふ 漢字の 昔で」 も あるかの 如く、 想像して 置いても 濟 むこと になった の だが、 御蔭で 若い ゥバ たち は 皆 迷惑して 居 

る。 ババは 偶然に 婆の 字を發 見した からこ ぢ つけられた。 ヂヂは 不幸に して 是に 該當 する 漢字が 無い。 チチ とい ふ 語 

の 分化と しか、 解し 方 は 無かった ので ある。 

〔柱〕 さい 言葉の 意味.^ 限定して、 使 はう として： lig る 例 は-; 1； 色々 わる。 形 の 中で はメデ タイ や ァリが タイ も それでもる 

が、 地方に 残って 居る ものに は ウタ ティ ゃゥ トマ シィ などが、 殆ど 一 地 毎 Li 其對譯 > ^異にして 採錄 ぜられ て： IW る。 多くの 方 

首 集，^ 比較して 見て、 始めて 其 語の 終歴 がわ かって 來 るので ある。 副詞に 於ても 北 九州の ジ ンべ ン -I など は、 どうやら 中世 

語の 「神妙に」 の 限定 かと 思 はれる が、 今では 珍ら しいと か 稀に とか いふ 意味に、 使 はれて 居る 土地が 多い。 福島驟 とその 二 

三の 郡縣に 分布して 居る ザ ン マ ィと いふ 語な ども、 斷念思 ひ切リ 息.^. する 「三味」 が起リ らし いが、 現在 はすべ て 他人の 好 

意.^ 辭 退し 制止す る 時に^り、 從 うて 岐ネ； 51 井 その他の 縣 のゥト マ シ ィと 共：.：、 物な ど 1^ 貰 つれ 時の 感謝の 辭と 化し かゝっ 

^ーぇ保存.、」意義分^^ 
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て 居る の は： €.111 い。 チヨ ゥ ハ ィと いふ 一 「：s は 北陸地方 では 親類 訪？ r  、、とに 嫁^の 生家へ 行く： と.^ いふから、 「朝 拜」 の 限定 

保存で もる： とが 略 判る が、 ^森 縣に： 仃 くと それが 欽待 意味し、 長 野德島 その他の 地方に 於て は、 人 LL へつら ふこと ォ 

チョウべ 又は ォ チヨ ッ パイな どゝ謂 ひ、 對 lli^ の ft では 昔 忠兵衞 とい ふ 者が 非常にお 世辭 がう まか つれので、 それでお 世辭と 

いふ こと.^ チウ ぺ H と謌 ふの だと 謂って 2i5 る。 

九 靳物 新語 古語に 手 を 加へ て 新ら しい 必耍 に應 ぜんとした 我々 の 骨折、 卽ち 新語の 節約の 場合 は、 考 へて 行 

くと まだ 幾ら も 出て 來る だら うが、 先づ此 程度で 止めて 置かう。 次に は 愈. - 何としても 新たに 一 つの 語 を 設けな けれ 

ば濟 まなかった 場合 を考 へて 兑る。 誰し も氣が 付く の は國の 交通が 發 達して、 今まで 經驗 もせす 想っても 見なかった 

事物が、 新たに 服の 前に 出現 すれば、 いや も應も 無く 自然にで も國の 語彙 は增殖 するとい ふこと で、 人に よって は是 

が 唯 一 の 新語の 機. で」 も あるかの 如く、 考 へたり 說 いたりして 居た ので ある。 維新 以来の 若干の 飜譯 業者が • 自分 

を 日本の 言 槊 作りの 命と 考 へたり、 もしくは 今一 段と 人の 惡ぃ 者が、 有り ふれた 自分の 持物 を 新ら しいと 見せかける 

爲に、 わざと 耳 馴れぬ 言 紫 使 ひ をして 見たり する の も、 言はビ 熱心に 過ぎた る 辭典 家が、 慌て & それ を 拾って 我 字引 

を 大きく しょうと した 結 架に 他なら ぬ。 投倣は 日本人の 決して 不得意な 藝で 無く、 輕はづ みな 探 用が 短命なる 新 Si を 

導き 入れた 場合 も 少しと はせ ぬが、 それよりも 犬が かりな、 もっと 無分別な 校 倣 者 は 彼等であった。 新語 は 魚の 子の 

如く、 生れる の は無數 であるが さう 澤山は 育つ もので は 無い。 我々 は 外 國語を 生で 使 ふの を 面倒が り、 符徴 のつ もり 

で 其 譯語を 受取って 居る" どんな へたくそな 昔の 飜譯を も 寛恕した 代りに、 強制が 無ければ 半日で も 之 を 守護しょう 

としない。 S: 似 もしたくない もの は どし/、 と聽棄 てに して 居る。 そんな 日本語と いふ ものが あってよ いかどう か。 


深く 考 へて 見す とん わかり 切った 話で ある。 どこ を 境と いふと はま だ 決して 居ない が、 或 一人の 勝手な 表現が、 日 本 

語の 新語と なる に は 關鬥が ある。 其 門の 柱が 見たところ 少し よろめき、 や 、戸締りの 惡 いとい ふ事實 が、 現在 は 認め 

られる だけで ある。 地方 はさう いふうち にも まだ 幾分 か 物 固い。 內に 必要が ある 場合 だけに、 少 しづ、 改めて 通過 さ 

せて 居る。 勿論 愛で もどつ と 押 寄せて 來る もの を、 防ぎ 止める 迄の 力 は 無い の だが、 少く とも 個々 の 小さな 社會 で、. 

新たに 生れる もの だけ は 吟味 せられて 居た。 是が 方言の 中の 新語が 先づ 注意せられ， それから 飜 つて 都市の 大活隨 が 

もう 一 度 見直されなければ ならぬ 理由で ある。 

飜譯は 個々 の 小 地域で も 行 はれて 居る。 新ら しい 事物なら ば 共 前名の ま、 で、 受 入れたら 手數 が， ける だら うに、 

事實は 是を國 風に 言 ひかへ ない と、 自分の ものと いふ 親しみが 持てなかった らしい。 是は 一 般に 我々 の 古い 風習で あ 

つた かと 思 ふ。 以前の 外 來語は 殆ど 例外な しに、 是を 存立せ しめる 爲に 特別の 努力が 拂 はれて 居り、 其 癖い つの 問に 

かもう 元方に は 判らぬ やうな 日本化 を 受けて しまって 居る。 其 他の 大多數 は 言葉 だけ は 和製であった。 誰と も 知れぬ 

人が 是を 考案して、 一 同の 共用 物と する 爲に、 可な り 大きな 智力 を倾 けて 居る ので ある。 新語が 此國の 文化の 一 つの 

重荷、 厄介な 未解決と なって 居る の も、 免れ 難い 必然の 勢 ひで ある。 

私 は 議論 を 好まぬ 故に、 つとめて 顯 著なる 多くの 事例 を 集めよう として 居る。 田舍の 新語に は 微笑 を 催す やうな も 

のが 多い。 是は极 本の 作者が 子供で あり、 叉 は 子供の 相手をする 單 純な 人た ちであった からで は 無い かと 思 ふ。 最近 

の 例で はォ I トバ ィ、 もしくは ォ ー ト サイクルと 米語の ま、 で 呼ぶ もの、 東京の 子供に は此 エイ ゴは不 人望で、 極め 

てぎ ごちない 自動 自轉 車が 通用して 居る が、 田舍 では 夙に 上手な 翻譯が 公認 せられて 居る。 ^勢の 北境から 熊 野路に 

新 物 新語 
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かけて • 可な り廣ぃ 地域に 是を バタ バタと 謂って 居る こと は、 幾つかの 方言 集に あるから もラ 固定した と 見て よい。 

たしかに 子供ら しい 形容 だが、 きまった 以上 は 成人 も 使 ふだら うし、 其 子供 もす ぐに 成人す る。 石油 發動璣 船 も 現. K 

はもう I- 準 語 か 知らぬ が、 それ を いやがる 氣持は 私な どに は 同情し 得られる。 瀬戶內 海へ 出かけて 見る と、 是を トン 

トンと 謂って 居る 海岸が 多い つ 讃岐の 小豆 島で はもつ と 丁寧に ト ン ト ン ブネ、 安藝の 佐 木 島で は トン トコ、 周 防の 屋 

代 {i^ では ボ ンボ ン セ ンと いふ- ボ ンボ ン もしくは ボッボ ブネと いふ 土地 は、 此 以外に もま だ諸處 にあった。 和耿 山の 

南海 岸 一 帶 では • 今は變 つて 居る かも 知らぬ が、 十餘年 前に は ハイカラ ブネと 謂って 居た。 其 ハイカラ も 日本化し き 

つた 外來 語で ある。 是 とよく 似た 行き方 は 以前 もあった。 たと へば 乘合 馬車 をトテ パシヤと いふな ども、 靜 かな 山村 

の 多くに 一 致して 居る。 昔 は 其 物體が 自ら 名乘る 語の 如く、 解した くなる のが 稚 ない 人情で ある。 だから 鳥 虫に は啼 

S を 以て、 其 ま、 名に した 習 はしが 古く 且つ 汎 いので ある。 しかし 名 づけん と 思 ふ もの、 特徴 を捉 へ、 誰でも 是認し 

て. 直ぐに 遵行す る やうな 新語 を、 與 へた 例 は 擬音 だけに 限らない。 たと へば 鳥 打惰 子はハ ン ティングと いふ Si を驅遂 

した J 隨分 働きの ある 自由 譯と 評して よいの だが、 田舍 では さう いふ 經驗を まだして は 居ない。 從 うて 其方 言 は 次の 

_ やう^ 15sl々 1^ なって る。 

鹿 兒島縣 薩康郡  ィゥ パイ ジャップ 

栃木 縣芳賀 郡  ゴメン ボウ シ 

歧阜躲 武儀都  コぺ イボウ シ 

秋 E 麻 鹿 角 郡  イング ラボ ゥシ 


チ" - ツキ イボウ シ 

ミカ ン チャッブ 

チョン コ 

ヂレ コ シ ャてフ 


山形 躲村山 置 賜 

石 川 縣鹿島 郡 

島根 擬那賀 郡 

愛 接 麻 越智郡 


ナ マイ キ ボウ シ  廣島縣 安藝 郡 

此 中で 前の 五つ は 先づ釗 つて 居る として、 後の M つの 類似 は 興味が ある。 僅 かづつ の氣 持の： は あるに しても、 コべ 

ィ もヂレ コもィ ン. クラ も 共に ナ マイ キと 近く、 つまり は 少年の 稍 ませた 者が、 よく 被って 居る 精子と いふ ことで、 束 

京大 阪 でも 事 實は亦 其 通りで ある。 さう すると 此 i^i は 土地 IS にち がって IS て も、 是 を付與 した 動機 は 鳥 打よりも 更に 

全國的 だとい ふこと になる ので ある。 

今一 つの 例 は 束 京で ハガシ ゴョミ とい ふ もの、 是も新 物で あるが 土地 1  母の 名が 52 來て 居る。 福 島山 形の ニ縣で 採染 

せられた のはヒ ハ ガシ、 秋 S 縣の 南部で はヒム シリ、 別に 小 ii: ヒメ タリと いふ 土地 もあった 様に 記憶す る。 I 母曰摆 つて 

取る のが 特徴 だから、 ハガシ ゴョミ だけで は 適切で なく、 藤 は 略しても 他に 紛れが 無い とすれば * 此方が 寧ろ 氣が利 

いて 居る。 是は 生意氣 帽子と ちがって 惡 評で 無い から、 或は 商人な どの 發案 かと も考 へられる が、 それにした 所で 是 

を採擇 して 土地の 語に する 迄に は、 各處 暗々 裡に 一 致した 理解が 無くて はならぬ ので ある。 田 舍の校 倣と いふ こと も 

簡單 には考 へられない。 新たに 一 語 を 作る までの 努力 は 要しなかった とい ふの みで、 隱れ たる 選擇 はや はり 社 會の意 

思であった。 巡 木！； とい ふ 名稱の 考案 者 は、 是を 利用す る 者の 便宜まで は 思はなかった らしい が、 さて 敬稱を 添へ て 呼 

ばう とすると、 其 語音 は發 しにくかった。 北ハ爲 でも あらう か ホウ ボウ サ ン、 又は ホウ. ホ シ など 、いふ 新語が 出來 て、 

鳥 取 和歌 山 高知靜 岡の 飛びく の 縣に行 はれて： S る。 捕 亡 使で あらう と 言った 人 も あるが、 それ は考へ 過ぎで 方々 を 

歩き ま はるから であらう。 或は 山林の 監守な ど 、共に 力 ンク サンと 謂って 居る 土地 も ある。 斯うい ふ 名前が 各地^々 

に偶發 したと 兒る こと はや 、六つ かしい。 さう すれ ぱ 新語 は 又 最初から 撊張流 傳のカ さへ 具へ て IS たので ある。 所 IS 
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一 IH 語地现 の 存在理由 は、 斯うい ふ 所に ある やうに 2 心 ふ。 しかも 事情 は單 なる 地形 地勢で 無く、 それに 色々 の 人 問 を 

載せた、 動く と兑 えぬ 大 li の 針路であった ので、 個々 の 地域 內の 小さな 現象 記述の み を、 とい ふこと は些 しく 潜 越 

である。 自分の 研究な ども まだ 少しで も 系統 立った もので は 無かった が、 六 年 ほど 以前に 玉蜀黍と 蕃椒と、 二つの 輸 

入梳 物の 地方 名 を 比較して 見た ことがある (民族 三 卷四號 )o これ 等の 方言に は 遠近の 一 致が あって、 新語が 新 物と 共 

に 國內を 流 傅した 跡が 親 はれる。 其 中で も 蕃椒 は 全日 本に 一旦って 僅か 三 通りし か 異なる 名稱が 無い。 九州の 約半分と 

突 濃 信 濃 越後 を ill ぐ ー帶の 地域と だけが コショ ゥで、 殘り は大體 東北が ナン バン 又は ナンパ、 四 南が トウ ガ ラシと 分 

れ てお るが、 n;,! にも 東海道な ど は 可な りの 錯綜が あり、 又 その ナンパ ン にも 南蠻 芥子から 出た ものと、 南赞 胡椒の 後 

略で ある ものと が、 入 交って 115 たやう である。 この 二つの 語 は 出來た 時代が さう 違 ふと も 思 はれない。 § 叫に 胡椒 をよ 

く 知った 土地で は、 高麗 胡椒 ゃ南蠻 胡椒が 迎 へられ 易く、 芥子に 親しみ を 持つ ts^ では、 唐 芥子 ゃ南蠻 芥子の 方が 採 

川せられ たので ある， - ナンパ ンの 流布に 對 する 他の 一 つの 碍は、 別に 兮 一種の 同名の ものが、 旣に 同じ 地に 人 込ん 

で 居た ことで、 何れが 前で あつたか は 知らぬ が、 玉蜀黍と 蕃椒との 二つの ナン バ ンも 東海道に 於て は 衝突して； IS る。 

玉 5^ 黍の 方言 は 蕃椒よりも 遙 かに 複雜 で、 しかも 名の 起り が 後者と は 趣 を 異にして 居た。 九州と 奥 羽の 南半と、 日本 

の： g も 弘ぃ區 域 を 占めて 居る 新語 は トウ キビで あつたが、 是は黎 とい ふ 作物が 旣に 在った 爲で、 奥 羽の 北半 分の 泰を 

知らなかった 地方で は、 現に 玉 蜀泰の トウ キビ を 略して キビとば かり 謂って 居る ので ある。 それから 又 一 方に は泰に 

似た 別 種 の 作物が 前に 入って 居て、 是をモ B コ シ キビ 又は トウ ノ キビと 謂って 居る 土地が あった。 九州の 南の 部分 か 

ら沖繩 諸 岛、 ra:!: 中！： から 束へ、 關柬諸 州まで がさう であった やうで ある。 斯うい ふ 土地に は 無論 トウ キビの を 入 
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れる ことが 出來 ない。 それで 玉蜀黍に は 別の 名 を こしら へる か、 さう で 無ければ 長くなる の を 忍んで、 トウ モロ コシ 

キビと か ナンパ ント ウノ キビと かいふ 新語 を 作らなければ ならぬ。 さう いふ ものが 又少 しづ、 雀 略せられ て、 是 等の 

地方の 方言に なって 居る ので ある。 同じ 玉蜀黍の ナンパで も、 中 國邊の は南蠻 黍の 略語であった に反して、 朿 海道の 

は 南 蠻席泰 を 切 詰めた ものであった。 それが 隣に 在る 蕃椒の ナン バンと、 區 別 をす る 必耍の ある 場合に 在って、 ナン 

バ トと いふ 形に なって 現 はれて 來 るので ある。 沖繩の^^?では玉蜀黎の新語が南蠻|^の黍* もしくは 呂宋 廒の泰 であつ 

た。 ルス ンも ナン バ ンも必 すし も傳來 の證に はならぬ。 單に 唐と かモ 口 コ シ とかよりも、 叉 一 つ 新ら しい 交通 を 意味 

する だけで、 _ ^赏は 輸入の 順序 を 示す に 過ぎなかった ので ある。 しかし 兎に角に 方 曾の 訛語で 無かった こと だけ は是 

で 判る e 新語 は少 くと も考 へて 之 を 作り- もしくは 自分の 場合 を 省みて 採否 をき めた。 他に も ^53 々の 提案 はあった か 

知らぬ が、 土地の 需要に 相應 しなかった もの は、 單 なる 異名と しても 殘り俾 はる ことが 出来なかった ので ある。 

8 憐寸と 鈴薯 との 新 認も私 は 築めて 見れ (民族 三 卷三號 )。 二者 は 何れも 稍 cr.e に、 土地 毎の 思 ひ 付き..^ 新語に して、 

寧ろ^ら しい もの ゝ與 昧. ^傅へ うとして る ことが、 幾分 か 生意氣 帽子な ど 、似て 居る。 ！： _ ぶが 或は 單語發 生の、 初期の 狀 

態 示す もので は 無い かと 思 ふ。 其屮 でも 憐寸は 商業の 統一が 急で、 簡便なる マッチが 他の 多くの 奇拔な 命名,^ 征服して Si5 

る やう だが、 馬鈴薯 はま だ餘リ 中央の 公認 語に 讓步 しふう として 居ない。 新語の 價 値と いふ： と.^、 終^ 的の 一 而 ばか りか 

ら考 へて 見る のに 誤リ である。 村の 單 調なる 生活 に とって は、 音が 快く 心 持が.^ かしい とい ふ、、 とな ども、 ゃはリ 一 つの 大 

きな 需要で ある。 

一 0 舊物 新語 新たに 生れて 來た 言葉の 與 味が、 餘波を 意外な 方面にまで 及 ほして 居る こと は、 地方 を あるい 

衝物 新語 
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s  ^ 新 一?i  一 

て來 たおの 幾 俊で も 感ぜす に は IS られぬ ことであった。 農民の 語 は 必§- 以上に 入れ 甞 つて 居る。 S 準に 新たなる 入 撒 

に^^かれて、 若干の； 乂 i,l や 句 形を餘 分に 仕入れた だけの やうに W 心つ て C5 ると、 いつの § ^にか 一 方に は 是と緣 も ゆかり 

も 無い ものが、 不川 によって 端から 忘却せられ、 殆ど 人間の 記憶が 定まった 桝 目の、 仲び 縮み も 無い 容器で も あるか 

の やうに 2 心 はれる ことがある。 これ は 或は 空な 感じで は 無い のか も 知れぬ。 人が 談話 をす る 機會ゃ 時間 は、 決して 新 

語に 比例して 加す る わけに は 行かぬ のみ か、 近世 は 一般に 夜伽 や 庚申 講の 類の 寄 合は少 くな つて 来て る。 まんべ. 一 

ん 無く 知つ て 居る 言葉 を 使 ふとしても， 一 語の 使用 囘數は 減じなければ ならぬ 勘定で あるのに、 日本人 は 特に 新語 iu」 

愛玩す る 癖が 有る 爲か、 一度 氣の 利いた 言葉 を覺ぇ 込む と、 可な り 繰返して それ を 使 はう とする やうで ある。 斯うい 

ふ 現象 は實驗 して 兌ようと 思へば 方法 は 幾ら も 有る。 單に 私たち だけの 經驗 として 問 流して しま ふに 及ばぬ ことで あ， 

る" 近い 頃の 感化と して は 政治 談叉は 實業談 が あり、 此爲に 女性の 物言 ひにまで 漢語が 多く 入った が、 それよりも 大： 

きな 影響 は、 n 淸 H 露の 戰役 があって から、 それが 國全體 に 大きな 關心を 持たせた だけに、 多くの 生硬なる 公文 用 0 一 

までが、 遍 ねく 常 民の 口に 上る やうに なった。 法 様 家と いふ 善く 辯す る 人の 言葉つ きが、 村の 口き」 連中の 茶話の 日； 

本 語と なり • 軍人が遠って來て靑年の新；^^?が|乂富になるとぃふ類の效果が、 短 かい 歳月に 又 その外 廊 まで 波及して 居 一 

るので あ る。 ci^ は 恐 らく 舉； 臶 の 新 t "と 入れ 1^ へだけ に 止まらす、 同時に 間接に は 古語の S: 廢を 伴な う て ；5 る こと、 E 心 j 

ふ。 ナ マリ や 片言の 無意識なる もの は 却って 後に 残っても、 狹 読の 方 首 だけ は 矯正の 成錢 が、 幾分 か擧 がり 過ぎて 居 一 

ると 謂っても よいので ある。 無 別に 二者 を 引き くるめて、 地方 人の 同陋を 歎息しょう とする の は、 此事實 を 無視し 一 

た^<?のー一ー：ロでぁる。  一 


其 證跡を 比較的 兒 やすい ものから 私 は 援^す る。 新 潟 縣天康 誌 • 靑 森縣總 覽、 又は水ロ淸君の秋田梳物名*^とぃふ 

類の 書 を 取って 見る と • 明治 以後に 生れた ことの 明白な 物 名 は 中々 多い。 たと へば カブ トム シは 別に ォ 一一 ム シと いふ 

名が 古く 知られて 居る のみで あつたが、 是を バリカン 蟲と 5 ふ 語 は 方々 の縣に 出来て 居る。 ミヅ スマシ とい ふ 蟲は東 

と 西と 二種あって、 共に 昔から 數 多い 地方 名 を 持って 居た。 西日本の 水す まし は 本草の 水 ffi ださう で、 是には 飴の 香 

がする から ァメン ボウ 又は ギヨ ウセ ン等、 嘗める と鹽 辛い とい ふので i ュ屋シ ホウ リ などの 名が ある 他に、 叉 その 脚の 

長くて よく 走る 特徵も 注意 せられて 居る が、 それが 埼玉縣 では 今日は クル マヤ 又は ジン リキヒ キと謂 ひ、 山ロ縣 でも 

亦 クル マヤと 謂 ふやう になって 居る。 今 一 つの 水す まし は 豉蟲に 宛て- - ある。 黑ぃ梨 子の 種 ほどの 蟲で、 能く 水上 を 

旋轉 する 故に、 我々 はマヒ マ ヒと謂 ひ、 叉 はミコ とも イク コ マヒ とも 謂 ひ、 季節が 田 植の頃 だから ソゥ トメと もい ふ 

他に、 近世 手 習が 行 はれてから ジカキ ムシ、 ィ ri ハム シ などと も 呼ぶ ことにな つて 居た が、 九州の 一 部で は (別府 市 

など) 新たに 之をジ テン シャム シ などと、 屋上に 屋を 架して 居る。 蜘蛛の 一 種に 色彩の 殊に 鮮 かなる もの を、 女郎 蜘 

蛛と 呼ぶ のが 普通で あつたが、 是も 山ロ邊 では 今 は へ イタ ィグモ と 謂 ひ、 又 一 種の 厦 f 自分で 腹 を 切る とい ふ もの を、 

曾て はハ ラ キリと いひ 又は 戯れて カン ペイと も 謂った が、 たしか 千 葉縣の 東部で 之をム カシノ サム レ と 謂 ふ 子供が 

ある。 これ 等 は 何れも 皆此 節に なって からの 新語 だと 思 ふ。 其 他 植物の 方に も 「つゆくさ」 を インキ バナ (是も 平く か 

ら異稱 の 多い 草であった)、 「とり かぶと」 を シャツ ボパナ、 「たにう つぎ」 を シャボン バナ、 或は 「やへ む ぐら」 を クン 

ショウ ゲサ とい ふ 類 は、 何れも 物 それ 自身の 篾要 度の 增 加より は、 何 かに 斯うい ふ 名前が 付けて 見たくて、 搜 して 付 

けた かと 思 ふ 姿が ある。 卽ち バリカン とか インキと か勳 章と かの 新語 は、 少 くと も小兒 a- に は それた に 一 つの 物 だけ 


に 限って や 31 くの は 惜しい ほどの 與 味であった ので ある。 私たちの 今 住む 郊外の { や： 地な どに、 やたらに 茂って 困る 一 種 

の雜！ で、 ヒメ ムカ ショ モギ とい ふの も 新 名 ださうな が、 是には 途法も 無く 澤 山の 地方 名が 出來て 居る。 たと へば テ 

ッ ドウ ダサ. ド カタ グサ. イジ ン グサ. 力 イセ ィグサ •  メイ ヂグサ など、 いふの が 皆 それで、 是 など は 寧ろ 老いた る 農夫 

等の、 歎息し つ 、付與 したら しい 痕跡が 認められる。 ゲン ノ ショウ コを テキ メ ン サゥ、 又は ィ シャイ ラズ だの イシ；^ 

タホシ だのと 誚 つたの は 稍 十 ：1 いこと か 知らぬ が、 是 にも 此 頃はセ キリ ダサと いふ 語が 出來 て、 中國 にも 信越に も 共に 

行 はれて 居る。 「田う こぎ」 とい ふ 草 を ハイ ビヤ ゥサゥ とい ふな ど は (秋 田)、 是 に比べる とすつ と 新ら しい 發 明で、 そ 

れを赏 ひ 始めた 時代 は 私な どもよ く 知って 居る。 長 門の 海岸 部に は 「ちくわ」 をト ンネ ルカ マボ コと いふ 名が ある。 是 

など は 啻に 隧道の 工事が 始まって 後と いふ だけで 無く、 そんな 風に 呼ぶ ことに 與味を もった 藝術 作品 かと 思 ふが、 起 

り は ともあれ 旣に 一 般の m に 供せられ、 叉 生 M 面目な 人々 までが 之 を 使 ふ 以上 は 新語と して は 成功した ものである。 

福 ii? 縣 などの 小舉 生徒が、 遊 戲に使 ふ 白い 小石の、 きらくと 光る もの を ギン カェシ とい ふな ども、 最初 は 只い はけ 

ない 戯に 出た ので あらう が、 僅かな 間に 其兒が 大きくな つて、 他に 適切な 名 を 知らなければ、 やはり 普通 語と して 使 

ふので ある。 斯うい ふ 事例 は 古くから もよ く 有った。 たと へば ボン ボリと いふ 語 は 滋賀縣 あたりで は、 傘の こと を も 

いひ 又 一 種の 紙 貼りの 玩具の 名と もして 居り、 小行燈 だけに 限らぬ の だが、 始めて 紙 製の 器 其の 行 はれた 時代に、 斯 

うい ふ擬聲 語に 興味 を もった 者 は、 三つ か M つの 小兒 であった らう。 それが 成人の 間に も 終に 採用 せられて、 一部 は 

旣に歷 とした 5^ 準 語に なって 居る。 作者の 地位 や 名聲の やうな ものに、 一 向 重き を 澄かなかった のが、 古い 頃の 新語 

の 特色 だとい ふこと は 言 へ る やうで ある。 


さて 是 等の 例 はま だ 幾ら も 追加し 得られる が、 新語 は必 すし も 新ら しい 事物、 卽ち舶 來ゃ發 明の みに 伴 ふと は 限ら 

ぬ こと を、 證 する 目的に は是 くら ゐ でも 十分で あらう。 さう すると 問題になる の は 其 動機、 もしくは 何の 必要の 爲に 

斯うい ふ手數 を、 忙しい 人 々が- 肤は なかった かとい ふこと がー つで ある。 ；？！ の 推量 は 或は 簡に 失する かも 知らぬ が、 

言 紫の 用途 はた 意 を 通す る だけで 無く. 少しで もき き 目の 多 からん こと を 望む 故に、 始終 赖の目 鷹の 目で、 印象の 

强 いもの を搜 して 居た ものと 思って 居る。 同じ 目的に 合 ふ 語が 二つ 以上 ある 場合、 選擇の 標準 は 古いと か 正しい とか 

いふ ことで 無くて、 殆ど 相手の 把捉し 得る 限度に 於て、 叉 時として は 敎示を 兼ねつ- -、 もしくは 向 ふの 知った かぶり 

を 利用して さへ も、 聽 いたら 忘れぬ やうな 語 を 使って 見ようと したので ある。 雷同 附 和と いふと 惡德の やうに も聽ぇ 

るが、 島國 人の 氣持は 妙に 調子が 揃 ひ 易くて、 倾向は 常に 一 端に 趨り、 殆ど 區々 の 同義語の 併存 を 許さぬ 勢 ひが あつ 

た。 其 上に 人 は 或は 佛蘭西 人 以上に、 言葉 造りの 才能に 長 じて 居た ので ある。 たと へ 複合な り 意義 限定な りの 條 件の 

下にで も、 まだ 今 ほどの 古語が 傅 はって 居た こと は、 寧ろ 奇瑞と 言っても よかった ので ある。 古語が やみく と 社交 

界 から 締め出し を 食 はされ、 もしくは 文字通りの 默殺を 受けて • 有れ ども 無き に 等しい 現 狀に沈 倫して 居る 理由 は、 

その 一 つくに 就いて 檢 すれば、 大様 は 察知し 得られる だら う。 野草 や 鳥 蟲の類 は 輸入品で も 無く、 叉 中 近世に 入つ 

て 始めて 發 見せられる とい ふこと も 有り得ない。 歷. - 問題に 上る ことが 無かった とい ふの みで、 指させば 何とか 名 を 

のらぬ もの は 稀であった らう。 それが 一朝に 頓狂な 改名 をして. IB- に 其 以前の 名 を すら 忘れられて 居る。 新ら しい 立 

場から 見て よほど 感じの 鈍い- 不向きな 名前であった ことが 想像し 得られる。 しかも 寶 際の 變化 は、 仲々 その 程度で 

は 止まって 居ない。 鼓蟲ゃ鴨跖草のゃぅに舊名が旣に^=^だ多く， 中には 奇拔で 感歎 を 禁じ 得ない ものが、 指 を 屈して 

153 物 新語 
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も 足らぬ 位に 出來て 居る のに、 1:1: 其 以上に 印象的なる もの を、 追增 して 行かなければ 承知し なかった ので ある。 前代 

にも 久しく 新語 は歡迎 せられた とい ふ 他に、 事物の 種類に よって 殊に 古びた もの を -觖 ひ、 人々 a ら 進んで 精 極 的に、 

言 紫 を改单 しょうと 協力した 場合 も あつ たので ある。 

I I 音 興味と 語形 興味 新語 は異國 との 交通が 許されす、 旅 も 商業 もた^ 踏 固めた 路 ばかり を迎 つて 居た 時代 

にも ノ尙 斷 無く 加して ほた こと は、 今 ある 言葉 自らが 物語る 歷史 である。 大正 昭和の 新たなる 文化が、 特に 此方 

面に 活腿 したやう に 我々 を 感ぜし める の は， 1 つに は 「新語」 とい ふ 新語の 強い 印象で あり、 次に は又是 にも 時代相が 

あって、 一 つ 以前の ものと 比べて、 資料 も 様式 も 共に 著しく 異なって 居た 爲 である。 明治 初年の 漢語 流行が、 我々 の 

圃 ，語 の 外貌 を變 へた こと は、 S= 後に {R 府の 支援が 有った ビ けに、 仲々 今日の 片假字 洋語の やうな 生ぬるい もので 無 か 

つた。 た 1- 此方 は 年 久しい 浸潤であった 故に、 文字に 目 馴れたる 人々 は、 格別 激しい 變化 とも 心 付かす に 過ぎた ので 

ある。 以前 は 漢字 を 書札の 上に こそよ く 使った が、 大部分 は 節用 風の 無理な 宛字で あり、 もしくは 所謂 和訓 を 代表す 

る 迄の もので、 赏 際に W ゐた 外國の Si は 幾ら も 無く、 それ も $1 十分に 日本化した isf 門の 言 紫の、 長い間に 土 遣した も 

のば かりであった。 耳で 一 旦其 音を聽 きながら、 掌 ゃ疊の 上に 書いて もらったり、 或は 說明を 受けて 始めて 合點 し、 

それから 八 は. S 分 も 似て 见 ようとした りする こと は、 少なくとも m 舍 では 新ら しい 現象であった。 私の 幼少の 頃 

に、 村で たった I 人 カンゴ を 使 ふとい ふお 婆さんが 居た。 我々 だって 大根と もい へば 大工と も 謂 ふのに、 どうして あ 

の 人 だけが 漢； 諧を使 ふとい ふの かと 不審に 思 ひ、 よく 氣を 付けて 居る と此 老女の 漢語 は、 成る ほど 大抵の 相手に は 解 

ら なかった。 チ ンブン カンと いふ 新語の 日本に 發 生した もの も此 時代の ことで ある。 人 は 一 般 に-語尾に ンの附 く 語 を 
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面白がり、 ちょうど 饅頭 をォ ストア ン デルと 謂ったり、 待 をスヮ ルトバ ー トルと 謂って 笑った と 同じ やうに、 時々 は 

後で 註 釋の人 用な こと を 承知の 上で、 カンと か トンと かいふ 語 を 多く 採 m せんとした 形跡 は、 以前 も 寺院 や 山伏の 名 

だけに は 普通で あつたが、 此 期に 入る に 及んで 稍 法外に 擴 張した。 音の 興味に 對 する 敏感 は、 我 同胞の 一 つの 特徴で 

あったら しく、 是に 由って 無數の 外来語 を 排除し、 又は よくよく 此國 ぶりに 變 形して からで 無い と、 大衆の W 語に は 

しなかった と共に、 面白い と感 すれば 時には 無くても すむ ものまで 採擇 した。 さう して 其 趣味 も少 しづ" 推移って 居 

たので ある。 明治の 維新の 際に は 限らす、 總體に 人が 世の中の 變り目 を 意識して、 遲れて はならぬ とい ふ 氣持を 起す 

場合に は、 その 內 部の 動搖は 先づ 此方 面に 現 はれる ので は 無かった か。 長 崎の 出 島 や 京の 五山、 以前 も 幾度 か是と 似 

通うた 傾向が、 單語の 更迭の 上に 認められ たやう である。 辭典 はた^ SSf なる 集積 を 以て 能事と せす、 もう 一度 時代 を 

劃して それぐ の 世の 姿 を、 檢 めて 見る 必要が あるかと 思 ふ。 男女の 顔 付ゃ擧 動な ど は、 緣 で 見た ばかりで も變 つて 

居る のがよ くわ かる。 まして 言葉 は それ 以上に、 人が 改めよう として 居た ものである。 是に 時代が もし 反映し なかつ 

たら、 寧ろ 我々 は 其 理由 を 知る に 苦しまなければ ならなかった ので ある。 

語音の 組合せ は 遠い昔から、 人が 新語 を 案出す る 大切な 手引きに なって 居る。 詩歌 語 物の 淸ぃ 響き を 求む る 者 は、 

いつの 世 とても 佳い 詞を嚴 選して、 所謂 現代語の 十分に 豐富 である こと を感 する 人な ど は 無い のが 當然 だが、 只の 日 

常の 談話で も、 少しく 耳 新ら しく 相手の 心 を 動かさう と 念 すれば、 もう 尋常なる 踏襲 や 複合の 範圍 に、 跼跻 して 居る 

わけに は 行かなかった。 意外で しかも 適切な、 容易に 公認せられ 得る 言葉 t3 り は、 自然に 擬聲 語の 方に 向って 進んで 

出た ので ある。 だから 前に 揭げた トン トコ 舟 や ボン ボリの やうな、 明かに 蜜 幼の 發 意に. 成る と 思 はれる 新語で も、 こ 

*1〔 興 ii- ミ 語形 興味 
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れを いはけ なしと して： ii 蔑して はし まはなかった。 そんな こと をして 居る と、 言語の 活氣と 新鮮 味と を、 いつでも 犧 

牲 にしなければ ならなかった からで ある。 それだけの S 意 は 昔の 人 も 持って 居た。 單 なる 理屈 づめ では 新ら しい 語 を 

設けて IS ない。 例 は 幾ら も あり 又 それぐ に 年代 を 示して 居る。 街道の 飴賣 りが 竹 ま はし を 以て 子供 を 集めた の は 昔 

だが、 戶 では 其 音に よって 鈴 屋をカ アト 口と いふ 語が 出来、 それが 方言と なって 今 尙甲州 東部に は 遣って 居る。 鑄 

懸屋が 天秤棒 を 以て 小形の 吹 革 を擄ぎ あるき 出してから、 此器を シンパ コと いふ 名 は 始まり、 越 中で は 之をシ コ パ コ 

とも 謂って 箱の 聯想 を 誘 ひ、 横濱 附近に は 別に 叉此 職人 を ハフ ャと いふ 名 も 現 はれた。 伊豆の 朿 海岸で は濱の 船揚場 

を ハラ H 1 义はハ レ ー H とい ふが、 是は船 を 引 揚げる 掛聲 から 出て 居る。 熊 本縣の 北部で は 吹 出し 井 戶をッ ンッン と 

いふが、 是な ども 其 土工の 起り と： じ 頃の 新語で あらう。 水の 音 は 殊に 言葉に なり 易かった と 見えて、 信 州 伊那で は 

川の 瀬 を ザ ザ、 從 うて 湘蟲を ザ ザ ムシ • 常 睦 の久慈 郡で は 急流 をダ ー、 尾 張の 知 多で は 水門 を ゾゥ、 伊勢の 富 田で は 

之 をド ー、 加贺 の金澤 でも 堪が ドンド、 東京に も 小石 川の ド ン ドン 橋が あり、 ド ドメ キ. サヮメ キ.ガ ラメ キの類 は、 

到る 處の山 問に 地名と なって 今も傳 はって 居る。 江戸で は 下水の ことにな つた 水溜りの ドブ. ドン ボ* タンボの 類、 そ 

れ より 稍 十 ：！ ぃセ セナギ • セ セラ ギ など も、 同じ 系統の 造語であった ことが 比較に よつ て わかる。 中國 各地で 雷をド ン 

ドロ、 又は ドンド ロケと も 謂って 居る の は、 と^ろくと いふ 動詞よりも 新ら しいと いふ こと は出來 まいし、 大 鋸を才 

ホ ガと稱 する 元の 語の ガ ガリな ども、 古書に 兑 えて 居る からと て是 * たけ は 新語で 無い とも 言 はれまい。 人の 好みの 自 

然と も兑 られ るか 知らぬ が、 鬼に 角に この 時々 の 新ら しい 思 ひ 付きが 無かったら、 如何に 我々 の 物言 ひ は 古臭く、 且 

つ 長たら しく 退屈で あつたか 知れぬ ので、 それ を 避けよう とした 國 民の 氣 風が、 或 時 は. 江戸の 奴 言葉と なり、 又 或 時 一 
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は 陳紛漢 や 3S 似 そこな ひの 外國 語と なっても、 まあ 暫 らくの 問 は 是非が 無い ので ある。 一 つの 注意すべき 相異 は、 元 

は 事物が 有って 後に 之に 據 つて 音の 珍ら しい 新語が 生れた のが、 いつの 頃よりか 新語が 空に 行 はれて、 內容を こちら 

から 持って行って 押 付けた。 從 つて 意味の 適切 さに 可な， 0 著しい 隔たりが 出來 たので ある。 言葉の 外形の 面白さに It 

されて、 心に も 無い ことが 言 ひたくなる は、 曾て は 擬古の 文 纏の 間 だけに 限られて 居た のが、 今では 擬 新の 會 話の 

上に さへ 兑られ る。 口と 耳ば かりで 新語の 眞似を させて、 それ を國 語の 敎育 だと 思って 居る 者が もし あったら * 聰明 

なる 日本人 は 却って 鹦鹉 となる 危險が 多い ので ある。 

だから 我々 は 過去の 稍 長い 期間に 一旦って、 今少し 多くの 新語 造成の 様式、 及び 趣味の 移り 變りを 考察し なければ な 

らぬ。 我 同胞の 言 Si 技能 は、 決して 語音の 組合せば かりに 傾注 せられて は 居なかった。 屡. - 單 調に 流れる 舊辭 の補緣 

によって、 味 も 了  a マ も 無い 語 を 作る のがい やで、 其爲 にこ そ 折々 は 借り物 を もした が、 他に 手段が 有るなら それ も 

亦 試みて、 しかも 其 風が 流行した 時代 もあった ので ある。 無論 或 場合に しか 是も應 用し 得なかった が、 以前 人の 生活 

と 交涉が 多かった 自然 物の 名前の 如き は、 今 ある 大部分が この 命名法に 由って 居る。 最近の 動植物 名が 藝 *? 屋の 看板 

の 如く、 上へ 上へ と 限定詞 を 載せて 行く に反して、 地方の 稱 呼に は 笑って 付けたら うと 思 ふやうな ものが 多い。 其 中 

でも 特に 人望の あった 一 一 一種 を擧げ ると、 

キ ツネ ノロ ゥソク 土筆  越 中 人 善  キ ツネ ノ チョウ チン つりがね 草 上總 その他 

キ ツネ ノセ ウベ ンタゴ 龍膽  紀州有 田  キ ツネ ノ タバコ 野げ し  大和 

キ ツネ ノ ハヒダ ハラ 馬 勃  越 前  キ ツネ ノシャ クシ 半 夏  S 江 

ft 興味. こ 語形 興味 
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« "興味 •/」 語形 興味 

キ ツネ ノカミ ソリ 石 蒜  撖磨等  キ ツネ ノタヒ マツ 石 蒜 花  越 前 

キ ツネ ノ ボタン コンペ イト ゥ草 武藏妻 沼  キ ツネ ノケサ E^ii の かづら  越後 

キ ツネ ノクス キ 曰 藤の かづら 但馬 その他 

同じ 例 は 今 もま だ 加 中で ある。 「狐の 手袋」 など は 確かに 飜！ r たが、 そんなの がま じって て も 少しも 目立たない。 

西洋に も 斯んな 名の 付け 方 をす る國は ある やう だが、 此點 にかけ て は 日本 は先楚 である。 次に もう 一 つ。 

カラス ノヲバ 源 五郞蟲  紀伊  カラス ノマ クラ 黑趨石  五島 平戶 

カラス ノマ クラ CI! 瓜  近 江 八幡  カラス ノ セン コゥ やり^  越後 

カラス ノア ヅキ メシ 接骨木  津輕  カラス ノ ツギ ボ やどり 木  信 濃 下水 內 

£11 分た ちの 幼時の 記憶に は、 後の 碗 一 0! と 良の 腕 豆と が ある。 是も 野外の 物で 形が 似て 大小が あった。 「うば 貝」 を カラ 

ス ガヒと 謂った など も、 一 方に 蜆 ：《; をスズ メガ ヒ かと 思った あどけない 誤解が； 兀 らしい。 其 他！^ の蒲團 だと か の 尻 

刺しと か、 水邊 の^の 名 は 水に； む 者に 托し、 山で はサ ルヲガ セ* サルノ コ シカケ * 山姥の 禪 だの： 大狗の 錫杖 だのと、 

えらい 所まで 空想 を 傲 かせて Gig るが、 是も 後に は 稍 流行 を 追 ひ奇を 好んで、 おまけに 數が餘 りに 多い 爲に. くだく 

しくて 物の 名に は 似合 はなくな つた。 興味が 行き過ぎれば 何に でもい やみ は 生す る。 後に は 架して 其 様な 一 時の 思 ひ 

付きに、 人 を 拘束す る 力が あったら うか を 疑 ふば かりで あるが、 當初 需要が 有り 又 十分な 効果が 無かった ならば、 誰 

が此 樣な而 倒く さい 仕 iaj を 始めよう。 つまり は此 技術 も 年と 共に 様式 化して 来て、 僅かに 因 習に 依って 支援 せられて 

るに 過ぎぬ の だが、 少く とも 其 初期の iaf 業 だけに は、 我々 の閾語 を活？ S ならしめ る 効 があった。 
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I  二 異名と 戯語 と隱語 是 111: の 手の こんだ 造-語 中には、 最初から 大きな 抱負 も 無くて、 至って 氣輕な 心持ちで 

提出した ものが、 画ら す 成功した とい ふ 例が 多い やうで ある。 我々 も 書生の 頃に はよ く經驗 したやう に、 所謂う ま 合 

ひの 小人 數の 問に は、 單に敎 師の掉 名ば かりで 無しに、 さう いふ 試み は 常に 繰 返されて 居た。 案に 典據 があった か 先 

例が あつたか は 別と して、 兎に角に 話の はづ みや 問題の こみ 入った 場合に、 仲 の 誰も 彼 もが 言 はんと 欲して 未だ 口 

にし 得ない もの を、 すばやく 言っての けようと する 者が、 一人 か 二人 は必. f 有る。 通の 交際で はう まく 言った と 

めて 見たり、 な ある 程と 感心した りする だけで、 めったに受賣までしょぅとする^<?も無ぃのだが、 心の 通うた 友 だち 

の 間 だと、 喝釆が 直ぐに 可決で あり、 中には 贊 成の 手 絞す らも 無しに、 自分た ちで 共に 言 ひ 得た やうに 滿足を 感じて 

居る 者 も ある。 總 員の 是認が 新語の 條 件であった とい ふよりも、 寧ろ その 小さな 社會の 意思が、 或 一 人の 口 を假 りて 

表示せられ たとい ふ 方が 當 つて 居る" 新語 を 民間 文藝の 一 種と見る私の^!^"へ方は、 あまり まだ 同意 も 無 さう だが、 

斯うい ふ 古風の 殘留 した 場合 は 勿論、 是が 追々 と複雜 化した 今日の 都市の 現象に 照し、 乃至 は その 中 問の 如何なる^ 

階と 突 合せて 見ても、 どこに も 不都合な 所 は 無い やうに 思 ふ。 

民 問 文 藝と言 つても 範 圍は汎 いが、 試みに 童 謠の例 を 取って 新語と 比べ て 兄よう。 童 謠は昔 は 星が 歌 はせ るの だと 

謂った とい ふこと が、 山海 里なる 書物に は 見えて 居る つ それ 程に も 作者 は 無名な ものであった。 現實に 何の某が 唱へ 

出した とい ふこと を、 知る 者が 全く 無い わけで もな く、 又搜 したら 判る 時 も あるの だが、 我 も 人 も 共に是 を 明かに す 

る 必耍は 無い ものと 思って 居た ので ある。 次に は 是を歌 ひ 出す 技能、 卽ち 群の 感覺 を先づ 的確に 感知して、 それ を 言 

葉の 形に する 才分 は、 誰もが 同じ 程度に 具へ て 居る わけで は 無い から、 氣を 付けて れば 何の某が 最も 長 じて 居る と 
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I ^名， ，し. 1 ふ . ほ、 i  一 

いふ こと も！： 明す る^だが、 さう いふ ことに は 久しく 頓着す る 者が 無かった。 もとく 一群の 共に 思 ふこと を 代表す 一 

るの だから、 默 つて 聽く きまで が 自分 等が 謂った と 感じて、 特に 彼が さう 謂った とは考 へなかった ので ある。 其 上に d 

同じ やうな^ 乎が 實際は 幾人 もあって、 其 問の W- 乙 は きめられなかった らうと 思 ふ。 名 を 重ん する 必！ §S{ の 無い 者 は、 - 

ちゃう ど 小 校の 敎窒で 三分の 二 も 手 を 舉げる やうに、 むやみに 其 技 を 試みる ので、 人と して は 傑出す る ことが 出 求 

なかった。 卽ち千 百の 無用の 試みの 中から、 たま/、 一同が うまく 言って くれたと 思 ふ 僅かな もの だけが、 忽ち 群の 一 

作品の 如く 認められて、 內 にも 是を 記憶し 外に も 是を爲 似て、 追々 に流傳 して 行く こと は、 宜謠 もよ く 似て 居た やう 一 

に： E 心 ふ。 それから 今一 つの 類似と して は- 兩方 とも 是を言 ひ 始めた 者 は^ょり、 最初の 採 m 者に も是 によって 日本 Q- 

を 制定し、 又は 改造し ようとい ふ 野望が 無かった ことで ある。 山詞 ゃ沖詞 もしくは 伊勢の 七つの 忌詞の 如く、 平 一 

素の 用， お を 禁止 せられた 場合 だけ は 別 だが、 其 他 はた 是 から は 斯う も 謂 はう では 無い かとい ふ、 一 つの 異名の 勸？ 

に 過ぎなかった ので ある。 ところが 是は又 日本人の-: i であった かも 知らぬ が、 我々 は 鬼 角 同義語の 容認に 咨か であつ 一 

た。 稀に 今でも 三つ 四つの 同地 異名 を 持つ 語 も あるが、 それ は 一時的であって 程なく 何れ かの 一 つ を 主 用し、 他 を 粗 一 

末にし 义 忘れよう とする。 だから 乎 毬唄ゃ 子守唄 を採槊 しても、 土地^の 變 化が だしい と 同様に、 方言の 異同が 非 一 

《おに 複雜 なので ある， - 1 つの 物に 一 つし か單 語が あって はならぬ とい ふやうな 考へ方 は、 國 語の 統一 の爲 にも 大き 一 

な 邪魔 ものであるが、 それ は 新； 器の 提案者た ちの 知った ことで 無かった。 寧ろ 其追隨 者の 餘り にも 熱心に、 又 £1 狹でー 

あつたの がよく 無い ので ある。 

1^ 準 一お が 今まで 各地 方の 新 Si どもと 鬪 つて 居た こと は、 私に は 誠に 笑止なる 徒勞の やうに 思へ る。 地方の 言葉 は滅： 


^もしょう けれども、 是を 面白がって 居る 者が 現に あるの だから、 あすの 日に も 亦 生れる。 さう して 次の 新語 は 又 次 

の 民間 文藝と 同じく 次第に 個人の 技巧が 働いて、 社會 性の 薄い ものに なって 行かう として 居る ので ある。 近代の 新語 

の 中には、 誰に でも 容易に 企てられぬ やうな、 叉必 すし も 土地の人々 の 意圖を 代表して 居らぬ やうな、 手の込んだ 趣 

向の ものが 多くな つて 來た。 是も亦 民 謠ゃ謎 や 諺と 同じ やうに、 素人が 時々 其 製作に 携 はって 居た 舊慣 を斷 念して、 

次第に 聽 衆の 側に 行って しま はう として 居る ので、 大袈裟な こと をい へば 天才の 承認 を 意味し、 叉文藝 職業 化の 開始 

を 語る ものと も 言 へ る。 我々 凡人 は此 様にまで 謙抑に 己 を 虚しう して、 尙會 話を活 き-^ とさせる やうな 新鮮な 言葉 

を 待望して 居た ので ある。 眞似は 卑屈の やう だが、 是が 大昔 以来の、 國語を 培養す る 常の 道であった。 た 趣味の 偏 

倚が 甚だしく、 多くの 異名の 併； 1^ が 望まれ なくなって、 その 技藝 の競爭 がー 段と 烈しくな り、 いつも 稍 奇を街 ふ少數 

の 先達にば かり、 引き ま はされ る 結 2^ を 見た にけ が 今風な ので ある。 是も實 例 は 幾ら も あるが、 紙面が 乏しい から 澤 

山は擧 げられ ない。 薩摩芋 をく りより うまい から 十三 里と 呼び 始めた など は、 ほんの 或 @_輕 者の 駄洒落で あったらう 

が、 九州の 或縣 などで は 旣に是 を 方言 集に 載せて 居る。 關_2^ では 夙に 义之を 八 里 半と 謂 ひ、 其 語 を 幼兒が 使った こと 

が、 三馬の浮世風呂にもちゃんと見ぇて居る。 大體に都巿が斯ぅぃふ新；^^1の問屋町でぁったことは明かだが、 田舍と 

て も 決して 受賣 ばかり はして 居ない。 たと へば 山 子の 背に 負 ふ 編 袋 は、 全國を 通じて ス カリと いふ ものが 多い が、 越 

後の 南 魚 沼の 奥 あたりで は、 その 稍大 ぶりな もの を， ゴ カリと 謂 ふ。 ス カリ を 訛って シ カリと いふ 故に、 一 つ 大きい の 

をゴ カリと 謂 ひ 出した ので ある。 山に 入って 行く 材木商 人に は懸 引が 多い ので、 是 を山バ クロウと 呼んで 居る 土地 は 

.  ひね 

珍ら しくない が、 播州の 奥 在所で は、 それ をもう 一 つ 捻って ボタ n ゥ などと 謂って 居 る。 玉蜀黍 は 九州で は汎く トウ 
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キビ だが、 旣に  一 g: の^ 泰を 持って IS た 南部の 田舍 では、 もう 一 つ 何 か 限定 辭を 副へ る 必要が あった こと は 前に 述べ 

た。 薩摩の牛^«で是を ョ メゾギッ (谷 山)、 もしくは トキ ッノョ メジ パ知覽 ) と 謂って 居る の は、 卽ち i55 泰の嫁 じょで あ 

る。 髮を 長く 垂れ 襟 を 何枚 も 合せた の を 花嫁に 兑 立てた ので、 可な り 念入りな 謎に 近い 新語で あつたが、 現在 此 地方 

に はもう 是 以外の 名稱は 無い。 蟖暢を へビノ イシ ャ とい ふ 方言 は 中部 地方で はよ く聽 くが、 北 九州で は 一 帶に 魚狗卽 

ち 「か はせ み」 とい ふ cl? を、 ヒラク チノ イシ ャと 謂 ふさう である。 此烏が 背 を 丸く し 首 を 突出し、 撫でつ けの 様な 頭 を 

して 穴の 中へ 人って 行く 風體 を、 醫 者と 見立てた の は 少し 人が 悪 いが、 五六 十 年 前の 村醫の 人品 も、 それから 又 其 頃 

の 周 園の 感情 も、 微笑ましい ほど 此 一 語に よく 表 はれて 居る" さう かと 思 ふと 外から 來た 人に は、 說 明を聽 かぬ と 面 

味の わからぬ もの も ある。 ^:輕で|^<顔の花をォタノ マ シ ョと 謂った の は、 この 花の 底に は 小さな 蟲が 居て、 子供が 

手に 持って 案内 を 乞 ふ聲を 掛ける と、 中からの こ/、 と 出て 來 るから ださう である。 靜岡縣 の 海岸で、 「やどかり」 を 

アン ナイ モウと 謂 ふの も n;:- と 近い 起り であった。 同じ 地方で 横の 實を オシ ョ コゾ、 又は ヤン ゾゥコ ゥゾゥ と 謂 ふな ど 

は、 紅い 小さな 肉 s!^ を负 うて 居る あの 樹實の 姿 を 見る と、 一 應は成 と S 心 ふやう であるが、 是 も兒？ sj がよく 聽 いて 居 

る 和-； i と 小 僭の 笑話 を 知った 上で 無い と、 それが 採用 せられて 一 般の 通語と なった 迄の， 本 當の心 持 は 1^ 込めない の 

である。 

全體に 新； の 發案を * 一  稷の文 藝と視 る やうな 氣 風が 無かった ならば、 斯ん なにまで 手数 を かけて 意外な 珍ら しい 

名 を 普及 させ、 我々 を 不審 がらせる 必耍は 無かった。 外 國語採 m の 無造作と はちゃう ど 1^ 對に、 少し 念入りに 過ぎる 

^も 曾て は 有った ので ある。 しかし 其 御蔭に は 今 ある 首 から、 我々 の 祖先の 氣 働ら き、 愉快に 世 を 送らう とした 心 
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持な ど は 窺 はれる。 

是等も 最初 は 皆 少しで も 異名の 數を殖 さう とした だけで、 取って 替 らうと 迄は考 へなかった ので あらう が、 案外に 

今 謂 ふファ ンが 多かった ので ある。 大分 縣の 速兒 郡で は 「ちんば」 を ダイ コ ヌ シト、 卽ち 大极盜 人と 謂って 居る。 是は 

霜月 二十 三日の 大師 講 の由來 として、 昔 脚の 不具なる 老女が、 大師 さまに 供養 するとて 人の 畠の 大根 を盜 み、 大師が 

其 罪 を 匿さん が爲 に- 雪 を 降らせて 足跡 を 無くした とい ふ 故事が あるからで、 信越 以来の 諸國 では 今 もよ く 謂 ふ 話 だ 

が、 以前 は 九州 邊 にも 弘く行 はれ、 この 新語 を聽 いて 雷同す る 者が 多かった ものと 思 はれる。 對馬 その他の 島々 に は 

蝶 を オヤ ネ ギリと いふ。 親 を 睨んだ 御に 眼が 斯ん なにな つたと いふ 話から 出た 名ら しいが、 此話 ももう 大抵 忘れられ 

て 居る。 I 二 河の 加 茂 設樂の 村々 では、 「あ を じ」 とい ふ 小鳥 を バック ラシ、 婆に もっか まる かと S わ ふ ほど 逃げない 鳥 だ 

が、 實際は 中々 敏捷で、 結局 は 婆が たらされる。 それから 叉 尺と り蟲を ドビン ヮリと 謂 ふな ども、 土瓶が 行 はれて 以 

来の 新語に 相違 無い が、 やはり 此蟲 を樹の 小枝と 間違へ て、 土瓶 を 引 掛けて， あして 割った とい ふ、 一 つの 笑話 を 背景 

にもって 生れて 居る。 斯うい ふの は 土地 だけで は 相應に 知れ渡った 話 だから、 それ を土臺 にして 言禁が 出來た 事情 も 

稍 わかる が、 中には 全然 或 一 人の 考案に 成った 判じ物 同様の 新語 も ある。 たと へば 備 前の 兒島 郡で、 春 さきの 暴った 

天 氣をサ サゲビ ヨリ、 其 心 は 「きっと ふらう でも 無い」 とい ふの は * 如何にも 古風な 口 合 ひで ある。 フ ロウと い 4. の も 

此 地の 方言で、 大角 豆と よく 似た 豆 だから さう 謂 ふので ある。 陸 中の 各 郡で は { せつば" りの 子供 をフ ルァ ヂキ、 古 小豆 

だから 中.々 ねない とい ふ 洒落で、 それが 「煮えない」 と问 じだと いふ こと は、 外から 來た 人に は 一 寸 判らぬ だら う。 是 

など は 作者 も 略 想像し 得られる。 座頭の 坊 など は 始終 こんな 小さな 頓智 を貯 へて、 今でも 時々 取 EZ して は 落ち を 取つ 
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«i 形 名詞の 成長. 

て 居た ので ある。 陸 前 栗 原 郡 誌の 方言の 部に は、 いやに 物體 ぶる こと をビ ハ ゴシラ へと いふ 語が ある。 是も 古風な 新 

語 だが、 やはり 宵の 坊 様の 作で • 技藝は 下手な くせにい つ 迄 も 支度に 念 を 入れる こと を、 自分の 琵琶 支度に 喩 へたの 

が喝釆 せられた ので ある。 しかし 彼等で 無くと も 日本人の 中には、 大きな雄辯家は出^-かった代りに、 斯うい ふ 短 か 

ぃ輕ぃ 皮肉で、 人 を 怒らせす に 効 衆 を 擧げる 術 は發逹 して 居た。 下手な 大工 を 力 マス ダイク、 下手な 桶 m をソ ゥケィ 

ヒダ とい ふ 類の、 笑って しま ふやうな 惡ロは 常用に なって 居る。 その 農民 等が 子供に 名を附 ける のに、 やたらに 何彥 

だの 何^だ のとい ふと、 直ぐに 其 そばから ナサ マな どと いふ 批判の 語が 出来る。 名前ば かりが 「様」 だとい ふ 意味で あ 

る。 資際 我々 の 文法 は 今でも まだ 極度に 窮屈で、 人 を 拘束す る ことば かり を！ Z 途 にして 居る。 もしも 斯うい ふ 方面に 

一條の 活路が 無かったら、 少しく 感情の 鋭敏な 者 共 は、 夙く の 昔に 息づ まって 死んで 居た かも 知れぬ ので ある。 

一三 無形 名詞の 成長 藤 井 乙 SR 氏の 諺語大 辭典な どに は、 この種の 新語 はすべ て讓 だとして ある。 コトヮ ザと 

いふ 日本語の； から 言 ふと、 是 まで を 含む の は 當り前 かと：： 心 ふが、 さて 西洋の Proverb とい ふ もの、 もしくは 漢土 

の 該と稱 する ものと、 比べて 見た 場合 は 如何で あらう か。 我々 が 日常 利用して 居る 言の わざに は、 始と 終の 盤うた 一 

つの 文句 も あれば、 何々 見た やうに とい ふ 副詞 型、 沖が くしゃみ をした やうな とい ふ 類の 形容詞 塑も あると 共に *  m 

なる 複合 名詞の、 異名と して g 乂" けられた もの も あるので ある。 それが 表現の 中に 織 込まれて、 繼 ：！： も 無しに 使 はれて 

居る こと は 同じ だが、 單 Si とい ふ 場合に は设 後の ものし か考 へられす、 それが 又 格別 自. E に應 川せられ て 居る。 技術 

は 一 つで も 製品と して は 差^して よいの かも 知れない。 或は 又是 は戯 語で あり、 もしくは 隱語 であるから 別物 だとい 

ふ 人 もお りさう だが、 作った 動機 は 何で あらう とも、 事實浮世風：^：：の八里半のゃぅに、 三つ 兒も 3 具 似す る！ g に はもう 
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普通の 語と 變りは 無い" 隱， 訝 は 世 問が 知って しまへば、 もう 隱語 では 無くなって 居る ので ある。 

但し 斯うい ふ考へ 落ちと もい ふべき 趣向の 語 は、 すべての 我 邦の ことわざと 共通に、 必す座 を 花やかに し！ I く 人 

を 笑 はしめ る 目的 を 持って 居る。 泣いたり 憂へ たり 嚴肅に 物を考 へたり する 際に は、 わざと 其 使用 を 避ける 位に、 此 

言葉 は 似つ か はしく 無かった ので ある。 如何に 此方 照に 新語が 增 加しても、 それで は ii に 合 はぬ 問題が 人生に は 段々 

多くな つた。 それに 應 する 爲に舉 問に 携 はるん々 が、 他 國の語 と 文字で： H 心 索した こと は、 我國 語の 上に は 大きな 損で 

あった。 よその 國 にも 斯うい ふ 人 は 有る のか も 知らぬ が、 日本に は 殊に 無學な 者、 眼に 一 丁字 無き 賢人と いふ もの 

が 多かった やう だ〕 さう いふ 人た ちの 新語の 需要 は、 〈めに 一 程度まで しか 充 されて 居なかった ので ある。 漢語の 採用 

は 便利の やう だが、 それ は綺に 描き 形の 比べられる 物 だけで、 一 たび 心意の 上の 現象に 入る と、 所謂 字訓の 一致 は學 

者に も 確かめ 難い ものが 多く • まして ゃ耳學 問で は 誤解 を 免れる ことが 難い。 だから 我々 の 思惟の 進む と共に、 何と 

かして 各， H: の 赏驗を 以て 襄 打ちした ものと、 適切な 言葉 を晃 付けよう として 居た ので あるが、 其 努力の 過程 は 4 'ある 

標準語の 上に は 殆ど 全く 現 はれて 居ない。 私たちが 备府縣 の 方言 を 舉んで 行く うちに、 一 一三 や、 判り かけて 來た専 .ぽ 

は あるが、 是は 何れも 方言の 今少し 實の ある 研究に よって、 將 來確證 しなければ ならぬ ことば かりで ある。 問題の 1 

つ は 前に も 述べた やうに、 新語の 好みに は 時代相が あって、 或 時 はもつ と 輕簿で 無い 內 部の 要求から、 質素な しかも 

有益な Si 载の增 加に、 主力 を倾 けて たこと もあった かとい ふ點 である。 必す しも 一 つの 方針が 新たに 生れて 他に 代 

るので は 無く- 前から 存在した 幾通り かの 様式のう ち、 彼に 就き 是に奔 る 折々 の 流行が あるの だとす ると、 其 移動 Q. 

跡を詐 かに 知る こと は、 やがて は 意識した 改良に も 導かれ 得る ので ある。 一 つの 例 をい ふと 動詞から 名， 1 を こしら へ 

無形 名詞の 成長 
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る こと ノ是 など はコヒ とか ォモヒ とかの 如く、 夙く 世に 現 はれて 文藝に 利用せられ たもの も あるが、 その 急激なる Ei: 

類の I？ 加 は、 遙 かに 後世の 現象の やうに 思 はれる。 さう して 我 同胞の 物のお へ 方が、 これに 依って 非常に 樂 になった 

だけで 無く、 今まで 名^す ベから すと 謂って 居た 色々 の 心意の 動きまで が、 それ 適 に 名 を 付けられて、 人に も 

獨！^！にも首ひ現はす自出を^：たことは、 疑 ひも 無い 一 つの 進歩であった。 それが もし <fr '日の 所謂 竹舉 する 人な どに 扶 

助せられ て 居たならば、 どれ だけ 我々 の學 問は獨 立して 居た か 測られぬ の だが、 不幸に も それ は 切れ- --の 田 舍の事 

業であって、 主として 凡俗の 用を辨 する に 止まり、 たぐ 將來に 向って 大きな 可能性 を證 明した に 過ぎなかった。 動詞 

も 次に 說 かう とする 如く、 まだ 現在 は 十分. IP 加した と 言へ ぬが、 もしも^ 全部の 速體形 を、 一 つく^の 曾 紫に しあ 

げ るなら ば、 それだけ でも 曰 本 語 は 可な り豐 富になる。 とい ふこと を 前人 は旣 に資驗 して 居る ので ある。 是には 勿論 

使出^<;11の約束を耍する。 S 单に或 一 人が 無斷で 使っても 聽く 者が 承知 をせ ぬ 故に、 やはり 新語の 手 接 は 履まねば なら 

ぬので ある。 ォ トシと いふ 語 は 東京で は 火鉢の 銅製の 底の こと だが、 越 中で は 水 W の あと 水口 を 意味し、 下 總ぉ陛 で 

は 雞の雜 Si を 意味し、 岐 など は 叉 便所の 赛 C ことで ある。 じく  i?^ すと いふ 動， 1 から 出た 語で も、 壤圑 1  母に 異な 

つた 內 《介に 限お せられて 居る。 メグ リは 標準語で は周圍 のこと であるが、 日本海 側の .M い 地域で は、 是を插 木の 意に 

m ゐて 23 る。 ナ ラス は 物 を 水平に 横へ る こと だが、 關： のナ ラシ は稻 架の ことで あり、 九州 その他で は 衣掛け 竿 を 謂 

つて 居る。 さう いふ 中で も is- 北と 西南と、 遠く離れて 一致して 居る もの は， 其 語の く出來 たこと を談る もの かも 知 

れぬ。 綿 をネバ シと いふ 語 は 奥 羽に あり、 叉中阔 以西に も 行 はれて 居る。 米の 洗 ひ 汁 を-一 ゴ シと いふの も- 福岡縣 

で 聽き又 信 州より 此方の 束 國 でも 之を聽 く。  if 中 山： Z 邊で斑 を ァラヒ と 呼ぶ のを兑 ると、 タラ ヒをタ ラフ (手^ ふ) と 
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いふ 動詞が 前であった かも 知れない。 ソクじ も 今 H は 速 飯の 如く こぢ つける 人 も あるが、 ソクフ とい ふ 動詞 は 旣に犬 

筑波 集に 見えて 居る。 鞭 はムチ • プチの 訛 昔が 優勢に なって 居る けれども、 ゥッ とい ふ 動詞の 古い 岐れ であた こと は 

想像せられ、 フ. クリは 袋の 變化 では 無くて、 フ クルと いふ 動詞の 以前の 言 ひ 方に、 是を 導く やうな 形の あった こと を 

H 心 はしめ る。 陰 囊をサ ガリと 謂って 居る 方言 も 現に あるので ある。 私な どの 意 a では、 動詞が 先づほ 由に 出来て、 そ 

れ から 入用の あるた びに、 引出して は 個々 の 名詞 を 造って 居た ので、 それ も 1^ 域が 小さく 限られ、 且つ 物々 しい 抽象 

名詞 を必耍 とせぬ 人に 委ねて あった 爲に、 起るべき 多くの 新語が 起ら すして 今に 至った ので ある。 

希 職 は 精確な 好い 言葉 を、 無數に 持って 居た 國： 1^ として 羡 まれて 居る が、 彼 とても 一度 は 原始時代が あったらう。 

最初から 六つ かしい 概念の 語 を 抱へ て、 此 世に 現 はれて 來 た氣づ かひ は 無い。 やはり 今までの 口 常用 語 を 分化 させ 又 

限定して、 追々 と 物を考 へる のに 便利な isii を 造った ので • 多分 彼等の 隣に 漢語 も 英語 も 無く、  ！！ 時に 叉士 n 備露 俯と か 

加藤弘 之と かいふ 人が 居なかった 御蔭で あらう。 言 は ^ 我々 は餘 りに 氣短 かであった。 我家の 釜の 飯の 熟する を 待つ 

て 居られない ほど、 新ら しい 智識に 飢えて 居た ので ある。 內で 何の 用意 もして 居なかった とは^して 言 はれない し、 

叉 其方 法が 無い ともい ふこと は 出来ない。 新語 は 此方 向に 徐々 の 歩み を 進めて 居た ので ある。 一 つの 例 をい ふと- 口 

本人 は屮々 よく 怒る 民族 だが、 「怒る」を意味する古語は^»^だ乏しく、 今 ある 俗語 は 方言と して 誠に 一?!： 々である" 地方 

それぞれの 新. 語が 近^に 入って 作られた ので ある。 大體に 分けて 共 種類 は 五つ、 中央 は 「腹が立つ」 だが 西へ 行く とゴ 

ゥガ ワク、 又は ゾ ウノ キリ ワクな どと 謂 ひ、 東の 方で はキ モガ ィレ ル 若く はゴ セ ヤケルが ある。 何れも 怒った 時に 胸 

から 下腹に かけて、 熱くなる ことの 形容の やう だから、 この 五つの ハ ラっソ ゥ.キ モ • ゴゥ 及び ゴ セは M じ もので あら 

形 名 の 成 S 
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う。 ハラ もキモ も； 兀 は^に 見える^ 體の 一部 だが、 も旣に 々の 心の^ 態の 名と して m ゐられ て 居る。 ダウ だけ は 

臓の 漢； おらし く、 九州 以外に は 使 はぬ が、 ゴゥの 元の 形の コは それと！ じで、 河 ま- に 尻の コを拔 かれるな どと いふ 時 

は. を s:^ 味して IH^ る。 セの方 は セィと 延べて、 漢語の 精の 宇の 音 だと 思 はれて 居る が、 やはり 背中の セとー つで、 

肩 では 無しに 呼吸 機 il のこと であった かと = 心 ふ。 「セが 切れる」 とい ふ 類の W 法 は 今でも 多い。 惰けて働かぬ^<;を標準 

語で は骨惜 み、 ^5-北へ行くと是をカパ、不ャミ叉はセャミと謂ひ、 少し づ& 無形の 或狀 態の 名に • 進めて 行かう として. 

25 るので ある。 や 3 城 2 石 手の 二 縣には ミノ コ ナ シとぃふ！^6がぁる。 ミノ コ も亦ゴ であって、 是を氣カとか忍耐とかの^!:^ 

味に 使 ふ 故に、 ミ ノコ 無しが 意氣 地な しのこと にもなる ので あるつ それから ドヮス レゃド ショウ ボネ などの ド、 ヒョ 

ヮのヒ の 如き も、 胴 ゃ脾の 外國音 を、 ^川した ものと は 3 心 はれす、 氣の 字に 同化し きった 我々 のキ も、 本來は 氣體で 

無く 液體 であって、 寧ろ 血液の チと 分化した；？^ らしかった。 ヅク とい ふ 語の 內容に 付いて は 前に も 何 かで 述べ だ こと 

が あるが、 現在 は 通、、 ッ クナシ とい ふ 形で 行 はれて る。 それが 奥 羽で は^^ 者 を 罵る； おだから、 それだけから 推す 

と ヅクは fss- らしい が、 越後 會 難の 境で はヅ. クナシ が 拔け とんまの こと だから、 ヅクが知2慮機轉を^1::6味し、 信 州 甲 

州で はヅク ナシが 所謂 無精 +  ォ だから、 卽ち 叉极氣 とか 精勵 とかが ヅク である。 大 よそ 现 想の 青年 男女の 実 點の 總稱と 

もい ふべき； fli であった ものが、 新たな 道德稱 呼の 埒外に^ かれた ばかりに 、今では 土地 苺に ただ 片端 を 把へ て、 消極 

的の 場合の みに 人 を 嘲る 詞 として 使って 居る ので ある。 古ぃ方首集には此；^11の起りを說ぃて、 或は 車な どの li であら 

うとい ひ、 或は 弓の 錦から 出て 居る ともい ふが、 それ 等の 用例 を も 含めて、 ックは 曰 本で は 直立す る もの、 名で あつ 

たこと は、 杭 や 柱 を ックと 謂 ひ、 さて は lijS 標のッ クシな どから も 推測し 得られる。 さう して 斯うい ふ 場合の 人 の ツー 
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クは、 本 來は脊 骨の こと だら うと 思 ふ。 ヅクナ シは單 に 音が 與味 を槃 いで、 國廣く 流布して 居る。 駿河ゃ 伊豆に 行く 

と、 其 ヅクナ シが叉 二つに 分れて、 一 方は惰 けて 働かぬ 者の こと だが、 それ をヅ ツナ シと謂 ふと 本人の 側から、 苦し 

い 骨が折れる を 言 ひ 表 はす 語に なって 居り， それが 西の方 は 中國の 半分までに かけて、 病苦 や 貧苦 を 形容す るヅ ツナ 

ィ となり、 時には 術 無い など、 文字に 書く 者 さへ 生じた ので ある。 無形 名， 詞の 新造 は斯 くの 如くに して 將來を 望まれ 

て 居た。 それが 苗に して 秀でなかった の は、 決して 作者の 責 では 無い ので ある。 だから 私に は 敗軍の 跡 を 吊 ふやうな 

感じが する。 

一四 動詞 增加 我々 の 標準語が 省みて 自ら 耻ぢ なければ ならぬ の は、 是 ほど 複雜叉 多様なる 人生の 活動、 それ 

を 一 つく 見分けて 居る 微細なる 感覺 が、 今尙 五分の g; 以上まで、 言 ひ 現 はす 一ず 葉を與 へられて 居らぬ ことで ある。 

これで は 何としても 濟む わけが 無い から、 さし も名譽 ある 東京の 中流 家庭なる もので も、 內には 色々 內 輪の 語 を こし 

らへ、 常は必 すし も よそ行きの ものば かりで 間に合せて は 居ない。 田舍 は尙更 晴れと いふ 機 會が少 いから、 前から 有 

る もの を 心置き無く 用ゐて 居る ので ある。 無くて 事足るならば 勸 めら れて 止め もしょうが、 代りが 無い の だから それ 

を愼 しむと 或 心 持 だけが 言へ なくなる。 それでも 笑 はれる のが 辛 さに 默 りこく つて 居る 人 を 見る と、 殘 酷な Ills だと 私 

など は 思 ふ。 つまり は 新語の 供給が 怠られて 居る ので ある。 それ は唯單 なる クサ ッ ブス ゃフ * ト バスの 類で あらう。 

何が 大事 かとせ せら 笑 ふ 者 も 無い と は 言へ ぬが、 是 とても 普通の 「つぶす」 や 「飛ばす」 を 以てさし！^ へられぬ 氣持は 

ある。 しかも 自分 たちのい ふの はそんな もの だけで 無い。 前に は 日本人 は 時の 用に 應 じて よく 動詞 を 作り、 今 は それ 

を"^ めら れて 居る ので ある。 人の 發 する 聲 はなり 高し などと 謂うて、 ナル とい ふの が 古い 動 I;! であった。 ドナ ルゃゥ 


ナ ル は 束 京で も 毎日 使って 居る。 地方 は 新たに もう 一 段と 分化 させよう として 居た ので ある。 次の 表の 地名 は 下に 其 

他 か 等々 を附 して 讀ん で賀 ひたい。 中段の 對譯は 方 首 集の 記載で ある。 

ヂナル 大聲で どなる  - 柺木縣 東部  ヅナル どなる  1^輕、 北海道 

ガナル 怒號 する  足 利 館 林飛驟  ギヤ ナル どなる  米澤市 

ガシ ナル、 ガ チナル どなる  靜岡縣  ヮナル 叫ぶ  加 賀能登 越 前 

ヮナル わめく、 うなる  鳥取縣  ォナル うめく、  t 心る  備屮屮 部 

是等を 訛 昔で あり、 ゥナル を 正しい など、 いふ 现. S は どこに もない。 メタ を 下に 附 けた 動詞に は ゥゴメ ク* キラ メタ， 

トキ メク などが 古い 所に も あり、 ヮメク • ウメ クは 文舉 にも 有る ので、 ちゃんと^ 典に は 認められて CS る。 j^i-s は 知 

ら ぬが 「外から はさう 兑 える」 とい ふ 感じで あり、 メカスと いふ 語 さへ 今 はお まった 意味 を 以て 行 はれて 居る。 この 前 

例が 確か なれば こそ、 E 舍 では 色々 の 何 メクを こしら へたので ある。 

ホメク ほと ほる、 熱氣 内に 在る こと 日向  ドメ ク 馬鹿に 騷ぐ  查岐 

ホ トメク 欽待 する  柳 河、 佐贺  ソ ソメク 私語す る  島 原 牛 a 

バメキ ドリ あとり、 蠟 嘴，： t  霧 as 地方 

是^ は 何れも 九州の 方 一一 一一 1： だが、 奥州の ra 舍 にも 胸 を ワク メカ ス だの、 暴 をフ フラ メカス だの、 ホ クホク メカス だのと 

いふ 語が 行 はれ、 八 丈の 島で も 笑 ふこと をへ ヘラ メタと 謂った。 卽ち遠 境に 於て 相似て 居る ので ある。 此 様な 例 はま- 

だ 大分 兑 付かり さう である。 たと へば ウド ムと いふ： ば i は 伊豫と 石兑 ではけ わるに 同じく、 鳥 取 市の 附近で は 響き渡る こ 
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と、 大分 縣の 大野 郡で は 高 を 出す こと だとい ふ。 關東 では 粉な どの 水の 中に 沈澱す るの が オドムで ある。 ドムの 本 

来の 意味 は 不明で あるが、 是と 淀む のョ ドム、 もしくは 桃む のィ ドムと は 成立ちが よく 似て 居る。 束 京の ィガ ミア ヒ 

は 相 篤で あるが、 仙臺 では 叉へ J るをィ ガムと 謂つ て 居た。 是と 標準語の ヲ ガム • ュ ガム • 力 ガム *セ ガム、 もしくは シャ 

ガムな どと 別來 だと は 首 ひ 難い (ハ 二 カム も 多分 此 仲間で あらう)。 其 他 イト ナム • サイ ナム • タシ ナムの 類、 又は ワカ 

ャグ • サャグ *ハ シャグ の 一 列な ど、 生れた 時代に は 前後が あり、 文藝 との 親疎 は 著しい としても、 一 つの 型が 前に 存 

する 故に、 之に 倣うて 次の 語 は 作られた ので、 通例の 語舉者 以上に 各 語の 性質 を 理解し、 その 活力に 觸れて 居た もの 

で 無ければ、 言 ひ 出す こと を も 出来す 叉 承認す る こと も出來 なかった らう。 是 をた^ 單 純なる 擬聲 語と もい へ ぬ こと 

は、 次々 の變 化が 追々 と 複雑な 感じ を 表 はす やうに なって 居る のを兑 て も わかる。 適當な 時期に 傍から 支援す る もの 

が あったら、 此方 面 だけで もよ ほど 澤 山の 新しい 動詞 は 出來た 害で あり、 それから 又 色々 の 名詞 を、 導き出す こと も 

不可能ではなかった。 に 惜しい 史と 言って よいと 思 ふ。 

しかも 斯うい ふ 手輕な 複合 法 だけで、 あらゆる 入用に 行渡らぬ こと は、 昔の 人の 方が 却ってよ く 知って 居た。 それ 

で冬數 のこと わざの 句の、 當初必 すし も 新語と する 計畫も 無かった もの を、 一 同が 牢く 記憶して 頻々 と 之 を 使 ひ、 後 

に は 常の 曾 葉に してし まった もの も 亦 多い ので ある。 たと へば 小兒ゃ 若い 娘な どのす ねて 機嫌の 惡 いこと を、 山陰 は 

一 帶にブ リツ ルと 謂って 居る。 元は 恐らく 戲語 又は 隱 語で、 寢 小便 をす る こと を 周 防で ゴリヲ ォス、 秋 田 津輕で マ ス 

トルと いふと 同じく、 ぶりぐ する から 鯽釣 るであった かと 思 ふ。 九州で は是を ハブ ツル、 中國 國は 一 般に ハブテ 

ル で、 共に 今では 何故 さう いふか を 知って 居ない。 信 州から 越後へ かけて イボ ッ ル又 イボ キルと 謂 ふの は、 ^榔の 方 

動 * 加 


ft  H  a? 加 

Ik を イボ キリ 蟲 もしくは イボ ッリ とい ふのと 關係 があった，" 此蟲 はよ く 怒る 故に 「腹立ちば さ」 などの 異名 も あり、 

終に は イボ ッリを 怒る こと、 m 心った ので あるが、 此方 は イボ ムシ リと いふ 古名 もあって、 疣 を 治す るに 利用した のが 

元であった。 それが 現在 は あべ こべに 解せられ て 居る ので ある。 醉 うて クダヲ マク こと を鹿兒 島で はャ マイ モ ホル、 

北陸^ 北で は 汎くゴ ボウ ホルと 謂 ふ。 何れも 始 のうち は 笑 はせ たで あらう が、 今日は まじめくさった 人々 の ra にも 此 

語が 用 ゐられ て 居る。 ことわざ としての 趣向 は尙 わかって 居ても、 もはや 符號の やうに しか 考 へられて IS ら ぬので あ 

る。 始めて 聽 く 者に は 感心す る 作品が 幾ら も ある。 斯うい ふ もの こそ 是か らも 集めて 兑 なければ ならぬ ので ある。 衩 

雜な ものから さきに 擧げ ると、 


モチ ワラ キ セル おだてる 

ゲタ ヲァヅ ゲル 難 题を持 込む 

ササ ラス ル 離 問す る 

イソへ ョル 行 きづ まる 

イシ じク 內證金 を 作る 

クコ ツル いぢめ る 


.近 江湖 南 

佐 渡 

近 江 

s>: 後 


ハ ヒダラ カツ グ 迷惑 を 被る  仙臺 

アミ ヲァ ゲル 打 切る  甲 州 中- 

ネソヲ クル 執 物に くり 这す  備後 

ィヲ カフ 埒育 する  信 州 下^ 那 

ナシ ウル あてこする  1^ 後河邊 郡 


この 終りの 二つ は 短く 說明 する 必要が ある。 ナシは 秋 田で は 女な どの 人に 物い ふ 際に、 語尾 を 強める おに 添へ る 音で 

ある。 ナシ とい ふ； 鉛 尾に 力 を める の を梨賫 りと 戯れた ので ある。 タコ ツル は 子^の 兩颇を 平手で 抉んで 釣 h げるこ 

とで. 腕力の よほど 差等の ある 者の 問で 無い と 行 はれない。 だから 汝の 如き もの は 子供の 様に 取 抜って やる とい ふ輕 
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蔑の 意 も 含んで 居る ので、 只 いぢめ ると 解して は些 し當ら ない。 何にもせ よ 右に 列擧 したやうな 句の 意味 を、 もし 正 

面から 「よい 一 K 紫」 でい ふとなる と、 長たら しいの みか 感じが 丸で 出ない。 乃ち こんな 新語 を 雇 はなければ ならぬ 所以 

である。 八 r 日活 きて 働いて 居る 方言の 中に、 無用で たに 止めても よい ものが 冇 るな ど&、 思 ふ 人が あったら どうかし 

て 居る 0 

1 五 形容詞の 缺乏 斯様に までして 居ても 語蠡 は^ 不足であった。 御 亙 ひが 何 か 少しく 新ら しい 察を說 かう と 

する に 臨んで、 幾度 か 深い 苦 惱を感 する の は、 心と 言葉との 隔離が <ん りに 大きい からで ある。 日本人の 殊に 宿命的に 

苦しめられて 居る の は、 何 は 置いても 形容詞の 足りない ことで ある。 此點 にかけ て は 佛蘭西 は羡ん でもい k と 思 ふ。 

何の 一 つく 飜譯し 得なかった 語 は 無い と、 好い 氣 になって 居る 人 も 大分 見える が、 それが 悉く 下品な 「的」 の 字 を、 

下に 副へ なければ 少しで も 用 は 足りない 譯語 である。 耿を 作る 者 やよい 文 を 書かう とする 者 は、 無意識に 形容詞 を 使 

はぬ 様に 骨折って 居る。 さう で 無ければ 死んだ 古文 辭を掘 起して 使って 居る。 どうして 此國 が又是 ほどまで 貧しい 形 

容詞 で、 永い^ 暮らして 行かれ たかは 不 議 であるが、 考 へて 見る と是は 我々 が 同じ 谷 あ ひに、 同じ 空氣の 中に 久し 

く 共 住した 爲に、 人の 感 する こと は 其 通り 自分 も 感じて * 顋を しゃくっても 服で まばたき をしても、 現在の 用 だけ は 

足りた 爲 であった。 記憶 も 印象 も 共に 續く 間柄で は、 あんなの とい へばす ぐに 合點 し、 想像の 力 も 略 同等なら ば、 そ 

んな ことと 謂って 略 通じ、 たまく K 口 込の 惡ぃ 者が あるとき は 苦笑 ひ をして 見せる と、 後に は氣 がっき 乂 はついた 様 

な 顔 もす る。 さう して 遠くの 緣の 無い 他人に 對 して は、 「言 ふに いはれ ぬ」 とか 「名 狀し 難い」 とか、 言って それでも 察 

して くれたの である。 つまり は國柄 ゃ社會 組織が * 異《が に此 品詞の 用途 を^く して、 久しく 過ごし 得た 結 としか 考 

形容詞の 缺乏 
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へられぬ ので ある。 北ハ爲 であらう と 思 ふの は、 改まった 交 ポの辭 令の 屮に、 必耍 あって 使 はれて 居た 形容詞 は、 何れ 

も 的と いふのに 近い 借り物であって、 心安い 仲 §r たけで は， 精々 五十 か-: ハ 十の、 よほどの 未開 民族で も 知って n5 る や 

うな もの だけで、 兎に角に 交通の 目的 は 達して 來 たので ある。 以前 世相 史の屮 でも 此事 は說 いたが、 我々 の |g 畫は今 

の 程度に 發逮 し、 染料の r 讦す 極限まで、 <:^に我：^- の色投様は變化して居たのだが、 色に 關 する 形容語 はび つくりす る 

ほど 尠 ない。 これ は！： 人の 幻影が 單彩 であった 爲で 無くして、 互 ひに それ を 語り か はすべき 言葉の 人 用が 少 かった の 

である。 心の 隈々 の 晴れ 綠 り、 時と 境と による 幾 十 階の 色 合 ひな ども、 やはり 以心 傳心を 主として 居た。 將來 どうい 

ふ 風に したら 是を 自由に、 否む 者にまで 傳 へられる ことになら うか。 支那の 俗語に も 無い やうな 何々 的の SSJS を 逃れ 

て、 安らかな 文章が 書け るで あらう か。 是 こそ 我 邦の 言語 文化に 課せられた、 最も 難儀な 宿題で あつたので ある。 

古人が 少しづつ この 伦び しい 貧 から、 脫 して 行かう とした 手段 は奇拔 であった。 日本の ことわざが 外國の HI 諺と 

はちがつて、 一 種 特異な 方向に 發逮 して 來 たの は、 斯うい ふの も 大きな 理. S の 一 であった。 我々 の 間に 於て は、 「こと 

わざ」 とい ふ S.i は 問 的に しか m ゐられ て 居らす、 其 代りに は タト へと いふ 名が あった。 タト へ の 大部分 は單 なる 形 

容詞を 使 はすして、 總 括して 事物の 欽？ S を說 示す る 用に 供せられ て 居た。 是 はちゃう ど 動詞が 色々 の 接頭 や 形の 修 

飾 を 以て、 努めて 明に 僅かなる 感じの 差を顯 はさう とした こと、 又は 名詞が いやが 上に も 好み IT はれて、 少しで も 

多く 特_ なを 描き出す ものが 歡迎 せられた のと 同じで、 私の 意見で は 全く 形容詞の 微力 を 補 ふが 爲 であった と 思 ふ。 敬 

謠で 無い 限り は 全 としての 效 si- が、 同率 以上で あれば 言^の 役 は 遂げた ので ある。 或は 反對の 側から 斯んな 便法が 

具 はって た 故に、 愈， - 形.：^ 詞の 數が增 加し なかった の だと、 言 ふこと も 出来る かも 知れない。 ところが 近世の 文章 


演說に は、 さう いふ 色彩の 濃い 輪廓の くっきり とした 地方の 新語 を 使 ふこと を勸 めぬ のみ か、 物 數を少 く 簡明に ffl を 

辨 する こと を、 本來の 目的と した タトへ ゴトも 亦 排斥す る。 曾て 議會で 「目く そが Ggi  くそ を 笑 ふ」 とい ふ 成句 を援 川し 

て、 取消 を 命ぜられよ うとした 議 M もあった。 その 爲に 長くて 退屈な、 どこに も 人 を 打つ 所の 無い 雄 辯 を 我々 は强ひ 

られ るので ある。 私は斷 じて 復古 論者で は 無い が、 從來 の國語 利用が この 二つの 言； 詰藝 術、 ^ち 剴切で を かし 味 を 持 

つ 短い タト へと、 幾分 事を好む に 近い 奇 勢なる 造語と によって、 容 に 培養し 難い 形容詞の 凶作 を、 今まで はどうな 

り 斯うな り 凌いで 居た こと を 明かに 知って、 さて 二者 を 返け 去ったら 其 後 はどうし てよ いか を、 是非とも 考 へる 様に 

したいと 思 ふので ある。 

〔註〕 その 國 でなら. は i い 形容詞. 使 はう とする やうな 場合，^、 一つの 氣の利 いれ 名 訶 で 間に合せぶ うとし；^ 例 は、 面 a 

いものが 中々 多い。 動詞が 副詞の 需耍. ^^かう とした こと-. j 同じ だが、 それ は 前^に 少し 述べ；^。 ほんの 二つ 三つの 名！！ の 

例^ 舉げ ると、 博 多で ムネ タカ オビ 胸高 帶 とい ふのに 樺 俵の 人ん ひやかしれ 語、 价豫の 今 治で ァフ ギサ シ扇 指と いふの も 形 

式ば る 人の ことで ある。 「おで-、」,^ 津輕 でトド コ ナ ン ジキ、 ナン ジキは ナヅキ で 額の 古語、 トド コは SPT たから の やうな 額 

の 意で あろ。 同じ 地方で 眼の 垂れれ 人^  H ド マナ グ、 多分 「江戸 見た か」 とい ふ 戯から 出て 居る。 仙臺 その他で 野^^ V ^メタ 

ラブ ドウ、 盲人の 眼に 似て 居る からで、 駿 河で は乂ゥ シノメ ダマと もい ふ。 福島市附近で「*はっれ」と い ト ゲ H ナン 

想の 無い 特徵. ^捉 へたので、 紀 州の 海岸で は オトが イナ シは 「つばめ： のしろ」 とい ふ 魚で ある。 蝌斗 V ^東上！ i で フッ パリ ド 

ヂ ヨウ、 フッ パリと は 子^な どの 頗の 服れ る i^、 「おたふく かビ」 の、、 とで ある。 氣仙 地方で に猫撫 -t^ ナンダ ラゴ M、 お 世 

辭 LLr*  く 「なんだら え、 兒だ ベ」 などと いふから である。 佐 渡で は 人に へつら ふ 者ん 二 ンバナ ネグリ、 校 fivH せめる やうに す 

^容詞 の缺乏 
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ると に ふ 意で わる。 人の 前へ 出て は 小さくな リ、 {.^で威ばって居るB^,-V^塍I^Mと い ふは標準；|?5かも知れ^2が、 それ,^ 長 州で i 

一 

はコ タツべ ン ゲイ、 仙 に は ロブ チぺ ン ケィ、 野 州 i ス 4： 那 では ィ ン ナカべ ン ゲイ、 佐 渡で は ユリ ナタ ペン ケィ とい ふ。 ュ 

ナタも イン ナカ も 共に 「ねろ リ」 の-、 と.^ いふので もる。  ^ 

一 六 癖と 能力 私は此 一 篇の 文に 於て •  G 分の W 心 ふこと をす らくと、 殘る所 無く 說き盡 す ことが 出来なくて 一 

も、 今 15{其贵 を 國語敎 育の 不 板に 持って行か うと は 思 はない。 しかし 少く とも 是 から 世に出て 來る子 や 孫の 爲に は、 一 

もう 少し 國の其 任務に 《：3 る 人々 に、 考へ 且つ 倒いて 貰はなくて は 困る と は 感じて 居る。 この 七 千 萬 を 越 ゆる 大衆の う- 

ち、  §^ を 執り 又は 壇に 立って、 他に 向 つて 物 を f  一！！ ふ 人の 數 など は 知れた ものである.^ 彼等 は 恐らく 天分 も あり、 又 そ 一 

れぞれ 求む る 所の ある 人な の だから、 M としてで も餘 分に 勉強して、 國語を 一段と 巧妙に 利 川す る こと を 練習 すれば 一 

よいの だ。 ^:::§敎 育の あてに せられて ES る點 は、 寧ろ 他の 最大 多數が 心の 内に 持つ もの を、 少しの こだわり も 無く 人 

に 化" げ る やうに して 貰 ふこと である。 他人の 一一 一？ かこと を现 解す る 方 は、 もう 御 f, はさまで 可な り 進んだ と IS つ てよ い！ 

の だが、 もう 一 つの 表現の 方 は、 不安心と いふの が 精々 のお 世辭 である。 五十 幾年 も か、 つて 普通の 人 は、 E 心った Mj 

との 半分 も 首へ す、 たまく おしゃべりが 兑 付かれば SIHls 似 だ。 我々 は 無意識に うそをつかされて 居る。 斯 んな& 

Ifii 敎 ii= が どこの 國 に；^ らう。 標準語の 良い ものである こと は 自明の理 である。 何と なれば 良い 一 K 紫 を 準 一ば i と稱 する： 

からで ある。 しかし 言葉 を 標準 一ば i たらしむ るに は、 批判 もしなければ ならぬ。 講究 もしなければ ならぬ。 一つ一つの) 

Bsi と 句法と をぢ つと 眺めて、 それが して 現在 意味し ようと 2 心 ふ 心 持と、 ひたりと 合って るか どうか、 それと！！！^ 

^俯 もしくはより 以上の ものが * 現に この 外に も 得られる か Kc か を 突 止めて，.^ 見た ければ ならぬ。 どんなえ らい 人で i 


も， 今日の 日本語の 語彙の 貧弱、 數は 多くても 一方に 偏して 居る こと、 その 統辭 法の 出来合 ひで 種類が 乏しく、 少し 

長い 文章 を 綴る と、 飽きて うんざり させられる ものし か出来な いこと を、 體驗 して 居らぬ 者 は 無い ので ある (自分 だ 

けだと 言 はれる こと を 怖れて、 誰も 彼も瘦 我慢 をして 居る だけで ある)。 か- -る狀 態に 於て 今 ある 一 部の 物の 一 百 ひ 方 

を 標準語と 認め、 それ を 萬 人に 强 ひんと する に 至って は、 物 を 知らぬ にも 程が ある。 

我々 の！： 語 は棄 て. - 置いても 變 化して 居る。 一 つの 大都市の まん 中に 行 はれて 居る 言葉で すら、 時 過ぎれば 丸で 面 

貌を 改めてし まって 居る こと は、 三十 歲 にも なれば 心 付かぬ 人 は 無い。 それが 感じの 好い もので あったり、 又 出たら 

めの 程無く f 棄 せられる もので あったり、 わざと 巧らん で 流行らせよう とする もので あったり、 人に よって 判別 も 固 

より 區々 では あるが、 兎に角 構 はすに 置く 限り、 1  母 日の やうに 亂雜を 加へ て 居る ので ある。 第一 に 菜して 日本語と 謂 

つてよ いかどう か、 先月 は聽 いたやう だった がもう この頃 は 誰も 使 はない とい ふ 類の 新語が * ろくに 試 驗も經 すに ど 

しくと 生れて は 叉 消えて 居る ので ある。 どこ をつ かま へ て 之 を 日本の 標準語と 言 はう とする のか。 夢で 無ければ 人 

の惡 ぃ虛喝 である。 日本語で ある 以上 は聽 いて わかる もので 無くて はならぬ。 出来た 當 座から 新語 字引 を 引かな けれ 

ば、 何の こと やら 判らぬ とい ふ 新語 を、 勝手にの さばら せて 置いて 何が 標準語 運動 か。 大 よそ わけの 判らぬ こと をす 

る 者 は、 今日の 所謂 有識者で あると 私 は 思 ふ。 

國 語の 學 問が 進んで 居なかった 結 菜 だと、 多分 後世の 人々 は 誤解 をす る ことで あらう。 それ はどう やら 事實に 反す 

るら しいが、 鬼に 角に 國內の 言語 現象 をよ く觀 察して、 訛語と 狭義の 方 首と を！ 13- わける 注意 だけ は 欠けて 25 る。 訛語 

は 何としても 改 むべき もの だ。 素より 何れが 正しく 何れが 訛 かとい ふこと は、 举 へば 幾らでも & へる に 遠 ひない が、 


癖 ？ s 力 

それ は 理論で あり 實 際の 生活と して は、 同じ 一 つの 言葉 を 双方で 遠った 言 ひ 方 を するとい ふこと は、 不便で あるの み 

ならす： ：11^ た 所も不 照： 裁 だ。 一 つに 揃へ ると すれば 正訛舊 新の 論 は 別と して、 忍んで多數^1<?の 一致す る 所に、 從 はねば 

ならぬ の も 亦 致し方が 無い. - a 分た ちで は 旣に同 語 意識 を 失 ひ、 全然 別の 語と 思って 居る もので も、 元來 一 つ だと 判 

れば 貢 ひ 直させる の もよ からう。 それと 是とは Ci: 一視し 難いの は、 折角 我々 が こしら へ 上げて、 人 r 'まで 保 骨して 居た 

他の 色々 のよ い 言葉が、 ra^ して 是 からさき 人 S は 無い か 否 かも i 「味せられ すに、 やたらに 排除 せられる ことで ある。 

耿畔iに我阈J^Sを光らせょぅとする者などには、 たった 一 つの 音節の 多少で も 大事で ある。 音の 異なる 同義語の 存在 は 

多々 益辨 すと 謂って よい 幸福で ある。 語彙の 乏しい 1： 民に は是を みない ことが 旣に はまって 居る。 まして や 各地 は 

生活の 差異に よって、 片方に 全く 無い ものが こちらに は 出來て 居る。 よいに も惡 いに も 標準語に は，^ まだ 代りの 無い 

|^|叫がどっさり布る。 それ を 矯正して しまへば 元 も 子 も 無くなる。 訛語 を 嘲け る どさくさ 紛れに、 考へも 無しに そんな 

ものまで 撲滅した の は、 悔いても 及ばぬ 大 いなる 損失であった。 

其 罪滅 ほしと して は， 努力して 是 から 多くの 佳い 貢 葉の、 新たに 誕生す るの を 助産し なければ ならぬ。 元来 我 同胞 

が苜 語の 感覺 に敏 であって、 事物に 適切な 語 を付與 する 技能に かけて は， 佛蘭西 人な どと 優に 比肩し 得る 上に、 人が 

すなほに 他の 發明を 賛同して、 是を仲 il のうちに 採用す る 襟度 も 亦 尊 常で 無かった こと は、 ，お 段に 私が ^誰した 通り 

である。 曾？ ¥ ^と內 部の 意味 や 感じとの、 微細に 打 合 ふか 否 か を 判定す る 力に 於ても、 斯うい ふ 荒い 生活 をした 海山の 

民に、 不 似合 ひな 位の 長虑を 持って 居る。 それが 近頃の やうに 聲と 形との ゆかし さ を愛づ るの 餘り、 よく は 知らぬ が 

使って 見ようと する やうな、 何 を 言って るの か {EI 分に も わからぬ 演說 をしたり、 それ を 指摘せられ ると さう で 無い こ- 


とを證 明した さに、 後から 努力して 左傾 右傾に なったり する やうな、 なさけ 無い 狀 態に 變 つたの は 落ちぶれ である。 

一日 も 早く 心の底で 思 ふま、 の 言葉 を、 大 聲に發 しても 文 h 草に なり 演說 になる やうに、 導いて やる ことが 彼等の 爲で 

あると 共に、 又 一 國の 幸福で も ある。 新語 は 以前の 通り 何人も 0 出に 之 を 提案し 得られ、 且つ 何人も 自. e に是を 批判 

して、 選擇 使用し 得る やうに したい ものである。 是は 固より 或少 數の學 者の、 宣傳ゃ 指導に よって 到達し 得る ことで 

は 無い。 た 我々 は 卒直に 又 成 心無し に、 久しい 過去の 言語 事實を m.- び 知る ことによって、 自ら 我 能力 を 解し、 同時 

に 御 互 ひの 陷り 易かった 癖が、 どんな もので あつたか を 明かに し、 共々 に國の 言語 を 何に でも 役立つ 立派な ものにす 

れぱ よいので ある。 事 實を詳 かに 知る だけで は學 問で 無い やうに、 思って 居る 人が 一番 恐ろしい。 そんな 人た ちが 限 

り ある 我 知識 を根據 として、 五十 年の 未來に すら 適用せ ぬ やうな、 無理な 說法 をしたがる からで ある。 
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